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具体的には、世界トップの看守として、世界の看守の25％を占める。

神が、良⼼や仲間たちに関わらず、保安官、警察、⼦供の保護を助けてくださいますように

アメリカでは、法執⾏機関や児童サービスにおける権⼒乱⽤が⽇常的に⾏われており、⼈
格、謙虚さ、優しさ、知恵を取り戻す必要がある。

⽶国に現実的かつ具体的な⾃由を回復するために尽⼒している⽅ へ々

⽶国の受刑者の皆さん、私たちは⾃由の国ではなく、刑務所の国
です。

労働者、裁判官、司法⻑官は、真の誠実さ、バランス、そして奉仕の⼼を持たな
ければなりません。

もしあなたが、貧しい⼈、弱い⼈、冤罪を着せられた⼈ の々権利を回復するために活動し
ているなら、この⽂章と私の愛情をあなたに捧げます。
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2011年に、新しい⼈間のバルトネッラ種が、現在遺伝データバンクに公開されている35
種のバルトネッラ種に追加されました。それは、有能な獣医師研究者エドワード•ブライト
シュヴェルトによって発⾒され、強調されました。彼は、2005年にバルトネッラの本のほと
んどを調べながら、私が考えていたアイデアよりも明確なことを⾔いました。しかし、バル
トネラの検査はひどいもので、治療法は劣悪で、通常は⾚⾎球の外側で発⾒され、バルト
ネラに関する現在の研究は悲観的だということは壊滅的かつ⾮常に有益な明快さであり、
NIHの研究者もいる。それでも⼗分ではないとしても、彼は2011年に「バルトネラは地球
上のどの感染症よりも多くのベクターによって運ばれている」と述べた。��「共感染」。お
そらくライメイは「共感染」でしょう。

最近、ドイツの研究者カイゼラント•リースは、バルトネラ研究を次のように要約しました。
バルトネラ研究が��20��年続いた今でも、細菌の伝達と病理学に関する知識は依然として限
られています。バルトネラ種は、⼈間および獣医学において重要な病原体として浮上しまし
た。

以下に挙げる基準は、バルトネラとは無関係の原因である可能性があります。たとえば、毎
年多くの研究で重複感染の存在が⽰されており、どの感染がどのような症状を引き起こし
ているのか、検査結果の変化に署名するのかという問題が⽣じています。たとえば、ほとん
どの重複感染が原因である可能性があります。

医師が抗体検査を注⽂できるのに、なぜチェックリストを作成するのでしょうか?
まず、私はバルトネラ菌が⾃分⾃⾝の抗体、そして他のダニやノミによる⼈間の感染症によ
って引き起こされる抗体を時 消々失させることができることを発⾒しました。61頭のバルト
ネラ感染⽝を研究したペレザンド•マギは最近、バルトネラ感染⽝のほとんどが検出可能
なバルトネラ抗体を持っていないと報告しました。

新たなステルス感染の疑いが⾼まる

導⼊

ジェームス��L.��シャラー、医学博⼠、MAR

バルトネッラのチェックリスト

1
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これらの多重感染症研究の限界は、通常、チカーノミ媒介感染症の検査検出率
が、⼈間に感染する可能性のあるすべての種および菌株に対して��95%��を超え
ないことです。

ただし、バルトネラは健康な⼈を無⼒化して殺害する可能性があるため、以下のチ
ェックリストは事実上すべての感染者を検出するように設定されています。これは正
しくも間違っていません。哲学、社会学、前提、医療ファッション、⼼理学は通常、診断
の打ち切りを設定する役割を果たします。すべての科学は前提によって導かれてお
り、それが数学研究でさえ広範囲の変数に基づいて導かれている理由です。医学、⼼
理学、哲学では物理的仮定と社会学は医学のすべてを⽀配しますが、訓練の積み重
ねにより評価されていません。クーンの「科学⾰命の構造」を参照してください。例
外的に次のリンクに要約されています:��http://des.emory.edu/mfp/Kuhn.html

バルトネッラチェックリスト•シャラーランド•マウントジョイ2

Machine Translated by Google



ジェームス•シャラー、医学博⼠、MAR

（当てはまる症状があればチェックしてください）

精神科および神経科

£時間とともにさらに悪化

£⽇常的な抗うつ薬では⼗分にコントロールできないうつ病

£うつ病

普通の

£ブレインフォグ

£⼼に侵⼊する過剰な強迫観念

£膝がガクガクする感情的な反応が過去数⼗年よりも悪化し、悪化して
いる

£強迫観念や恐怖、過剰な出来事

£泣く

£⾃殺願望、⽇常的な死の考え

£現在うつ病ではありません16歳

£10歳には存在しなかった現在の不安

£うつ病は、合理的な治療試験ではうまくコントロールできません。

£平均的な服⽤量では不安のコントロールが不⼗分

£時間が経つにつれてイライラが悪化する

気分をコントロールするには、⼤量の抗うつ薬、または⾼⽤量の抗うつ薬が
必要である[気分を改善したり、「うつ状態が軽減」したりすることは、うつ病
治療の成功ではない。]

£喜びの減少

バルトネッラのチェックリスト

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 3
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£親、祖⽗⺟、⼦供、⾃殺未遂のある兄弟

£10年前と⽐べると焦りは⼤きくなっている[⼦供は-

診断基準または症状のコントロールに問題がある
処理

£落ち着きのなさ

£適合しそうにない重度の精神疾患

£臨床検査で医学的病理を⽰す精神疾患

£明らかな原因のない重度の神経疾患

良い

£数⼗年前とは対照的に衝動性が増加した

£利益を超えて継続するには不安薬を⾮常に⾼いレベルまで増量
する必要がある

双極性障害と診断されているが、基準には当てはまらない

範囲
£依存症の増加、回復⼒の低下、通常の回復

£10年間存在しなかったパニック発作

£断続的な混乱

£残業以上にひどい罵りや敵対的な発⾔

過去に存在しない

£親、祖⽗⺟、⼦供、兄弟、⾝体的または極端な喧嘩を始めた⼈

-同じ年齢のほとんどの⼦供によくあることの過剰なイライラ性]。

£新しい⾝体的、感情的、または⾔葉による家庭内での使⽤

£戦闘的⾏動

4 バルトネッラチェックリスト•シャラーランド•マウントジョイ
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⽪膚科または⽪膚科

£⾎管や⽪膚の⾊はほとんどの⼈よりも⼤きい

£発作

出⽣時における

£⾊素沈着過剰、または存在しなかった⽪膚の濃い領域

妊娠や体重減少が原因ではないもの[覚えておいてください、妊娠や
体重減少が多い⼈の多くにはストレッチマークが20本もありませ
ん]

£⽪下の結節

£⾚、ピンク、紫または濃い⻘⾊で満たされた妊娠線

£3週間持続する持続性の発疹

脇の下、脇の下周り背中
£偏った位置のストレッチマーク、例:��腕、上半⾝、下

£⽪膚潰瘍

オフ

£新しい情報を学ぶのが難しい

£短期記憶障害

£⾃然発⽣的な⽪膚の裂け⽬、ミリメートルほどの⼩さな⽳

£スキンタグ除去済みのものを含む⽪膚科医による剃⽑

頭

£原因不明の脱⽑

£レッドパプルソファニーサイズ

£脳病変を参照してください脳スキャンスチャサン��MRI��または��Cofthe

£⾊素沈着低下または⽪膚の明⽩な領域

£どんな⽪膚の痕跡でも成⻑は⼈よりも⼤きい

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 5
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⽬

£膀胱、腸壁などの内部器官を含むあらゆる種類の異常な⾎管

取り除く

£⽕災、降下化学物質などの明らかな原因のない⽪膚浸⾷

£網膜感染症

£原因不明のかゆみと、それを制御するのが難しい

£⽪膚の灼熱感[これには多くの原因があるかもしれない]。

⽪膚に付着した⽪膚の突起

⾎管が⾒える⽪膚が⼤きすぎたり、⾎管の位置が多すぎたりする（例:��太ももの
表⾯やふくらはぎの⽪膚の表⾯が⾮常に厚い⾎管、⾜、上腕、肩などに多くの
細い⾎管が爆発している）

£「⾁芽腫」またはボールソフト問題

£蠕動または⾍に刺される感覚、⾍感覚

⽪膚表⾯の平坦度が増加しました[これはバルトネラ菌、未治療の
ライム病、または感染症と全⾝性炎症の両⽅が原因である可能性が
あります]

£組織形成の増加を⽰す⽪膚所⾒

£⼿術後の回復が⾮常に遅い

£⽪膚所⾒、⾎管の増加を⽰す巨⼤なサイズ

£⼩さな傷や傷はゆっくりと治ります

£⼈間の95%の過剰を発⾒するあらゆる⽪膚

やけど

£網膜梗塞または⽬の奥の死んだ組織

バルトネッラチェックリスト•シャラーランド•マウントジョイ6
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⼀般医療

⼼臓

£原因不明の体内の不快な感染症

£神経網膜炎または網膜および視神経の炎症

£⼼内膜炎または⼼臓の炎症

£⼼臓弁病理学

£不眠症[極度の疲労がある場合、これは当てはまらないかもしれません]

分

£突然および/または重⼤な変化のビジョン

£睡眠薬の効果が現れるまでに��30��分かかるのではなく��90��〜��120��分かかります

£急性かすみ⽬

£無関係の動悸パニック発作

£星⻩斑症

£乳頭腫または視神経の腫れ、⽬の奥に⼊り込み、頭蓋内圧の上昇

£⼼臓の不整脈

£ブドウ膜炎または⽬の中間層または⽬の内側の炎症

£あらゆる量の⼼臓死の問題

⽬の奥

£⼼の拡⼤

気温98.3度未満の病⼈。ライメ病またはバベシアも存在する場合は、
体温が��99.0��度未満

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 7
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£「特発性」と表現される医学的問題（原因不明または不明瞭）

£胃⾷道逆流症(GERD)

湿気乾燥喉の組織]
£45%��を超える湿度が持続する喉の痛み[低]

£関節痛[これはライム病や他の多くの医学的問題が原因である可能性も
あります]

£喉が痛いだけで他に明確な理由はない

£⾻の外表⾯の炎症⾻⾻髄炎

£原因不明の病変または傷

£⾻痛

臓器

£⾜の裏のふくらはぎ組織または⾜の⼀部

⾜⾸の「浮腫」、または押しても凹まない拡張した組織[拡張した組織であ
り、単なる液体ではないため]

£⾎管の増殖または内部の数の増加

£明確な原因のない肝臓の拡⼤

朝

£⼤腸炎イソラン結腸の炎症

£⾜の裏、特に⾜の裏に異常な不快感がある

£下痢

£⻭⾁炎またはフロスの際の出⾎

£筋⾁痛[これはライム病や他の多くの医学的問題が原因である可能
性もあります]

8 バルトネッラチェックリスト•シャラーランド•マウントジョイ
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考えられる検査結果

前述したように、バルトネラ菌は公開されている遺伝⼦データベースに��30��種類以上
の種があり、おそらく世界中のあらゆる感染症よりも多くのベクターを持っています。
したがって、スティック媒介ウイルス、細菌、原⾍などの他の感染症の存在が疑われる
べきです。これらの感染症には、バベシア、STARI��(マスターソン病)、ネオリキア、アナ
プラズマ、ライムが含まれます。病気、マイコプラズマ、Q��熱、ロッキー⼭脈斑点熱��(リ
ケッチア)、ダニ媒介回帰熱、野兎病��(細菌)、エーリキア、原⾍��FL1953�、およびCMV、
HHV-6、コクサッキーB型1、2、3、4、5、6、パルボB-19またはポワッサンなどのウイルス。

£IL-1ビスベリーロー。

他の感染症の明らかな証拠が⾒つかった

£TNF-α��は正常範囲の��10%��未満です。

£⽣検リンパ節にサルコイドーシスと同様の症状が⾒られる

異常ではあるが組織の問題の原因が不明な組織⽣検

£VEGFは正常範囲を上回っています[ただし、バベシアが存在し、治療を受けてい
る場合、VEGFは正常または異常な低レベルに低下します]。

£IL-6��は⾮常に安いです。

アスワボファの新鮮なひっかき傷の⽪膚病変はバルトネラの陽性反応を
⽰した。

⾻のX線検査で⾻損失がわかる可能性があります。

£��2��つのダニ•ノミ感染症の存在。2��つの陽性のダニ•ノミ媒介ウイルス、細菌、また
は原⾍による感染。

£⽣検ではリンパ節はマイコプラズマ陰性であり、いいえ

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 9
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£エクスポシュアトリス

£DEEトンスキンやパーメトリルを使⽤せずに、低⽊、野草、原⽣林や林など
の屋外環境への屋外暴露��(すべての⾐類に刺されるまでに1回の暴露
だけで済みます。「ほとんどの場合」保護具を使⽤していた場合は、
依然として暴露されたことになります。)

£ダニまたはノミ媒介感染症に罹患している兄弟、⽗親、配偶者または⼦
供が、患者と住居または休暇を共有し、ブラシが近くにある場所

新しい直接テストと間接テスト。

£⿅や⼩型哺乳類の近くで狩猟、⽣活、または休暇を過ごす

£患者の⺟親はバルトネラをベースにした疑いがある

£露出と噛みつきハエ

£アビテフロムアカトルドッグ

£チクソーノミが⾒つかりました連絡してください

£屋外で迷⼦になった⽝や猫との接触[専⾨誌の記事数百件のレビューに
より、この症状は不明の割合で発⽣する]

£Ascratchfromacat

接触

£露出トティックやノミが露出しているペット

£猫と⽝への過剰な偶然の暴露

£ノミ⾍またはノミ露出

環境

10 バルトネッラチェックリスト•シャラーランド•マウントジョイ
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[バルトネッラは膨⼤な数の保菌者によって保菌されていますが、今のところバル
トネッラを保菌している割合は不明です。さらに、⼈間が感染したベクター内
のすべての新種を検出する能⼒は、⼤規模な研究所でも専⾨の研究所でも、⼈間
に感染するバルトネラ菌を間接的に検査するのに⽇常的に利⽤できるわけでは
ない]。

バルトネッラの雑誌記事の⼤部分を読めば、バルトネッラが何百もの⽅法で⾝体に危害を
加えていることは明らかであるようです。しかし、診断という⽬的であれば、誤診を防ぐため
には上記の基準で⼗分であるはずです。さらに多くの基準が存在します。少なくとも��1,000��
件の記事を読まないとバルトネッラの⽴場に関する確実性を主張するのは混乱を招きま
す。

彼はバルトネッラに関する最新の教科書を持っています。彼は、⽶国医師会ジャーナル��
(JAMA)の元編集者の監督の下でバルトネラに関する論⽂を発表しており、バルトネラ��(バ
ベシア病やライム病とともに)��を含む複数のダニやノミによる感染症に関する彼のエントリ
は、尊敬される雑誌に掲載されました。��NIH感染症局⻑によって承認された感染症の教
科書。彼は、有限な伝統的または統合的で進歩的なものに限定されない、彼の極めてユニー
クなフルタイムの調査および研究実践に基づいたダニおよびノミ媒介感染症に関する��7��
冊のテキストを持っています。

£あなたの家や⾞、休暇のスポットやレクリエーションエリアで発⾒されたダニ

彼の出版物は少なくとも��12��の医学分野の問題に取り組んでいます。

£Ticksfoundonyourskin

シャラー博⼠は、30��冊の書籍と��27��件のトップジャーナル記事の著者です。

£Ticksfoundonyourclothing

毎⽉新しいバルトネラを⾒つけて理解することで、どのようにしてこれが可能なのでしょう
か?��公共のデータベースには、遺伝的配列がどのようにユニークであるかがほぼ毎⽉公開
される新種も存在します。この精神では、この規模は単にバルトネラの疑惑を⾼めることを
⽬的としています。これは、いくつかの細菌の成⻑プレート上で増殖し、その中に浮遊するの
におそらく��50��⽇かかる超秘密の感染症です。また、化学物質と戦う重要な免疫系を明らか
に抑制します。間接的検査を使⽤せずに治療法を主張し、専⾨誌に顕著に記載されていま
すが、有効性を証明するにはさらに調査する必要があります。
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薬。シャラー博⼠は、これらの新たな問題について⻑年研究してきました。

このフォームを書⾯による許可なしに印刷または投稿する場合、いかなる
⽅法でも変更することはできません。マイナス評価の投稿は禁⽌です。これ
らの最後の段落を含む⾏が編集または変更されていない限り、診断の考
察を⽀援するために印刷することをお勧めします。シャラー博⼠は、これが
完璧な最終形態であるとは主張しておらず、すべての診断上の決定は資
格のある医療専⾨家に委ねられています。すべての翻訳が許可されていま
す。

12 バルトネッラチェックリスト•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



2007��年��5��⽉;5(5):406-14.PMID:17451386

2010;56(1):1-9.PMID:20450002

AlvesAS、MilhanoN、Santos-SilvaM、SantosAS、Vilhenam、deSousaR.バル
トネラ属、リケッチア属およびアナプラズマ⾷細胞性細菌の証拠、国内、保護施設お
よび野良猫の⾎およびノミ、ポルトガル。
ClinMicrobiolInfect.2009Dec;15Suppl2:1-3.Epub200��9Mar26.PMID:19416279

アブゼイドWM、ルッケンシュタインMJ.スピロヘータ学:正しい病原体を検
査していますか?⽿⿐咽喉科頭頸部外科.2008Jan;138(1):107-9.PMID:18165003

AccorintiM.Ocularbartonellosis.IntJMedSci.2009;6(3):131-2。

Aguero-RosenfeldME、WangG、SchwartzI、WormserGP、フライメボレリア症の
診断、ClinMicrobiolRev.2005Jul;18(3):484-509。
PMID:16020686

Anan'evaLP、StudentsovEE、LevinE.[ライムボレリア症における免疫ブロッテ
ィングによる抗ボレリア抗体の検出].[ロシア語の記
事].KlinLabDiagn.2002Jun;(6):45-7.PMID:12132378

Epub2009Mar19.PMID:19319232

Al-AttarN、RuimyR、Baron��F、Hvass��U.Bartonellacardiitiscomplicating
先天性⼼疾患.BMJCaseRep.2009;2009.pii:bcr06.2008.0092.Epub2009Mar17.PMID:21686936

AbererE.ライムボレリア症--更新.JDtschDermatolGes.2007May;5(5):406-14.
[英語、ドイツ語の記事].JDtschDermatolGes.

AdamskaM.[Bartonellaspp.asazoonoticpathogenstransmitting��by��
blood-feedingarthropods].[ArticleinPolish].WiadParazytol.

参考⽂献��(バルトネッラ)

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 13

Machine Translated by Google



AngelakisE、EdouardS、LaScolaB、Raoult��
D.Bartonellahenselaeinskinbiopsyspecimensofpatientswithcat-
scatchdisease.EmergInfectDis.2010Dec;16(12):1963-5.PMID:21122232

PMID:19685089

AssiMA、YaoJD、WalkerRC.ライメディ病に続き、ヒト顆粒球性カナプラズマ症
による腎臓移植レシピエント。TransplInfectDis.2007Mar;9(1):66-72.PMID:17313478

AngelakisE、LepidiH、CanelA、RispalP、PerraudeauF、BarreI、RolainJM、
RaoultD.バルトネラ•アルサティカルリンパ腺炎のヒト症例。
EmergInfectDis.2008Dec;14(12):1951-3。
PMID:19046532

Arav-BogerR、CrawfordT、SteereAC、HalseyNA.ライム病の症状を⽰す⼩脳変性
症。⼩児科感染DisJ。

AngCW、Notermans��DW、Hommes��M、Simoons-SmitAM、Heremans��T.��抗ボレリ
ア抗体の検出に関するテスト戦略間の⼤きな違いは、ELISA��と免疫ブロットの⽐
較によって明らかになる。EurJClinMicrobiolInfectDis.2011Aug;30(8):1027-

2002年4⽉;21(4):353-6.PMID:12075773

アンジェラキス、プルチーニ��C、ワトン��J、インバート��P、ソコロフスキー、エドゥアー
ル��S、デラモニカ��P、ラウール��D.TickBite��後にバルトネラヘンセラによって引き起こ
される頭⽪スカラおよび⾸リンパ節炎。
ClinInfectDis.2010Feb15;50(4):549-51.PMID:20070235

ArvandM、RaoultD、FeilEJ.⾼クローン性ヒト病原体の地理的および時間
的に多様なサンプルの複数遺伝⼦座配列タイピング
Bartonellaquintana.PLoSOne.2010Mar19;5(3):e9765.PMID:20333257

32.Epub2011Jan27.PMID:21271270

AngelakisE、RouxV、RaoultD、RolainJM.��リアルタイム��PCR��戦略と細菌性因⼦の
検出��フライリンパ節炎.��EurJClinMicrobiolInfectDis.��
2009Nov;28(11):1363-8.Epub2009Aug14.

バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ14

Machine Translated by Google



2003Apr15;187(8):1187-99.Epub2003Apr2.PMID:12695997

BatyG、LanotteP、HocquelouxL、PrazuckT、BretL、RomanoM、MereghettiL.
[⾎液培養陰性⼼内膜炎の病因診断に使⽤される��PCRrDNA16].[フランス語の記
事].MedMalInfect.2010Jun;40(6):358-62.Epub2009Sep30.PMID:19796��
889

BakkenJS、DumlerJS.ヒト顆粒球指向性プラズマ症の臨床診断と治
療.AnnNYAcadSci.2006Oct;1078:236-47.PMID:17114714

ボール��R、シャドミー��SV、マイヤー��A、フーバー��BT、レッフェル��MS、ザカリー��A、
ベロット��M、ヒルトン��E、ブライアント��ジェネヴィア��M、シュリーファー��ME、ミラー��
FW、ブラウン��MM.��ライメ病ワクチン接種後に関節炎を発症した⼈ の々ボレリアブ
ルグドルフェリオ外表⾯タンパク質に対する��HLA��型と免疫反応。関節炎リュー
ム。2009��年��4��⽉;60(�4):1179-86。

BaylissDB、SreinerJM、SucholdolskiJS、RadeckiSV、BrewerMM、
MorrisAK、LappinMR.トキソプラズマゴンジアンおよびバルトネラ種に
対する抗体の⾎清ネコ膵臓リパーゼ免疫反応性濃度および⾎清有病率
JFelineMedSurg.2009Aug;11(8):663-7。��Epub2009Jun26。

アタマニュク��I、ラジャ��SG、コストルヌィ��M.��バルトネラヘンセラ経⽪移植肺弁⼼内
膜炎:��acasereport.JHeartValveDis.2011Jan;20(1):94-7.PMID:21396492

PMID:19560385

PMID:19333928

BaconRM、BiggerstaffBJ、SchrieferME、GilmoreRDJr、PhilippMT、SteereAC、
WormserGP、Marques��AR、JohnsonBJ.��ボレリアブルグドルフェリの組換え
型Vls��E1またはペプチド抗原を⽤いた動態酵素結合免疫吸着法によるライム
病の⾎清診断と全細胞溶解物を⽤いた2段階検査との⽐較.JInfectDis.

Barbier��F、FournierPE、DaugeMC、GallienS、Raoult��D、AndremontA、Ruimy��R.
ブドウ球菌⻩⾊ブドウ球菌⼼内膜炎におけるバルトネラキンタナ共感染:⾼リスク患
者におけるスクリーニングの有⽤性?ClinInfectDis.2009May1;48(9):1332-3.PMID:19344260

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 15

Machine Translated by Google



BeckerJL.ベクター媒介性疾患と⾎液供給の安全性。

ベルナベウ��ヴィッテル��J、ルケ��R、コルビ��R、マントラナ��ベルメホ��M、ナバ
レテ��M、バジェホア、ベルナベウ��ヴィッテル��M。免疫能の⾼い患者における典型的
な臨床症状を伴う細菌性⾎管腫症。

PMID:20350414

CurrHematolRep.2003Nov;2(6):511-7.PMID:14561396

ベルガード��S、トゥルーエン��U、ティボー��JC、ザウター��ルイ��C、ハルトマン��K.

IndianJDermatolVenereolLeprol.2010Nov-Dec;76(6):682-5。

BeallMJ、ChandrashekarR、EbertsMD、CyrKE、DinizPP、Mainville��C、HegartyBC、
CrawfordJM、BreitschwerdtEB.ミネソタ州の⽝におけるボレリアバー
グドルフェリ、アナプラズマファゴサイトフィラム、およびエールリキア種
の⾎清学的および分⼦的有病率。

PMID:21079313

関連性オフラインカリシウイルス、猫免疫不全ウイルス、猫⽩⾎病ウイルス、猫ヘル
ペスウイルス、慢性⻭⾁⼝内炎を伴う猫のバルトネラヘンセラ。
BerlMunchTierarztlWochenschr.2010Sep-
Oct;123(9-10):369-76.PMID:21038808

BhengsriS、BaggettHC、PeruskiLF、MorwayC、BaiY、FiskTL、SitdhirasdrA、
MaloneySA、DowellSF、

KosoyM.BartonellaseroprevalenceinruralThailand.SoutheastAsianJTropMedPublicHealth.2011May;42(3):687-92.PMID:21706948

BhengsriS、BaggettHC、PeruskiLFJr、MorwayC、BaiY、FiskTL、
SitdhirasdrA、MaloneySA、DowellSF、KosoyM.Bartonellaspp.infections、
Thailand.EmergInfectDis.2010Apr;16(4):743-5。

VectorBorneZoonoticDis.2008Aug;8(4):455-64.PMID:18302532

BhideM,YilmazZ,GolcuE,TorunS,MikulaI.Seroprevalenceofanti-

BorreliaburgdorferiantibodiesindogsandhorsesinTurkey.AnnAgricEnvironMed.2008Jun;15(1):85-90.PMID:18581984

Bellissimo-Rodrigues��F、daFonsecaBA、

MartinezR.Bacillaryangiomatosisinapregnantwomen.IntJGynaecolObstet.2010Oct;111(1):85-6.Epub2010Jul21.PMID:20650456

16 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



PMID:19384797

PMID:19100178

ボルトン��JG、ガレッカス��KJ、サッターEK.成⼈バルトネラ症の予防接
種:acasereport.Cutis.2010Jan;85(1):37-42.PMID:20184210

BinnickerMJ、JespersenDJ、HarringJA、RollinsLO、BryantSC、BeitoEM.ラ
イムボレリア症ウェスタンブロットの⾃動処理、読み取り、および解釈のための
2つの商⽤システムの評価.JClinMicrobiol.2008Jul;46(7):2216-21.Epub2008May7.

PMID:18463211

BodaghiB.[Newetiologicalconceptsinuveitis].
[ArticleinFrench].JFrOphtalmol.2005May;28(5):547-55.PMID:15976725

BiandaJC,DedesW.[結膜⾁芽腫におけるバルトネラヘンセラのポリメラ
ーゼ連鎖反応が陽性].[ドイツ語の記事]。

BodaghiB.[ライメ病の眼症状].[フランス語記事].MedMalInfect.2007Jul-
Aug;37(7-8):518-22.Epub2007Mar21.PMID:17376626

BitamI、DittmarK、ParolaP、WhitingMF、Raoult��D.Fleasandfle-
bornediseases.IntJInfectDis.2010Aug;14(8):e667-76.Epub2010Mar1.PMID:20189862

ボルトリ��JM、ハッシュ��RB、フォーゲル��RL.南東部州の家族医師によるライメ病の診断
と治療のパターン.JCommunityHealth.2002Dec;27(6):395-402.PMID:12458782

BoggsSR、

FisherRG.Bonepainandfeverinanadolescentandhissibling.Catscratchdisease(CSD).PediatrInfectDisJ.2011Jan;30(1):89,93-4.PMID:21513084

KlinMonblAugenheilkd.2009Apr;226(4):347.Epub2009Apr21.

BlancoJR、JadoI、MarínM、SanfeliuI、PortilloA、AndaP、PonsI、OteoJA.[細菌
性病原体が結合する微⽣物学的診断:アナプラズマ、バルトネラ、リケッチア、トロフ
ェリマホイップライ].[スペイン語の記
事].EnfermInfeccMicrobiolClin.2008Nov;26(9):573-80�。

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 17

Machine Translated by Google



BrandaJA、Linskey��K、KimYA、SteereAC、FerraroMJ.2��つの酵素免疫ア
ッセイを使⽤したライム病の��2��段階抗体検査、全細胞⾳波処理酵素免疫ア
ッセイ、続いて��VlsEC6��ペプチド酵素免疫アッセイ。
ClinInfectDis.2011Sep;53(6):541-7.PMID:2186519��0

BrewerNT、WeinsteinND、CuiteCL、

HerringtonJE.Riskperceptionsandtheirrelationtoriskbehavior.AnnBehavMed.2004Apr;27(2):125-30.PMID:15026296

BreitschwerdtEB、MaggiRG.⽝ベクター媒介疾患の紛らわしい症例:エール
リヒアカニとバルトネラビンソンiissp.berkhoffii.ParasitVectorsに共感染した⽝の
臨床徴候と進⾏。
2009Mar26;2Suppl1:S3.PMID:19426442

BrinarVV、HabekM.MS��を模倣した稀な感染
症.ClinNeurolNeurosurg.2010Sep;112(7):625-8.Epub2010May2.

BrandaJA、Aguero-RosenfeldME、FerraroMJ、JohnsonBJ、WormserGP、
SteerAC。免疫グロブリンのみを使⽤した早期および後期ライメ病の��2��段階
抗体検査、FAV��を追加した��G��ブロットは��2��段階⽬の検査として⾏われます。
ClinInfectDis.2010��Jan��1;50(1):20-

PMID:20439131

BreitschwerdtEB、MaggiRG.イヌとヒトのバルトネラ症の医療機能の⽐較。
ClinMicrobiolInfect.2009Dec;15Suppl2:106-7.Epub2009Apr30.PMID:19438635

BrookI.唾液腺感染症の細菌
学.OralMaxillofacSurgClinNorthAm.2009Aug;21(3):269-74.PMID:19608044

6.PMID:19947857

BreitschwerdtEB、MaggiRG、VaranatM、LinderKE、Weinberg��G.��Isolation��
of��Bartonella��vinsonii��subsp.berkhoffiigenotype��II��from��aboy��

withepithelioidhemangioendotheliomaanddogwithhemangiperictoma.JClinMicrobiol.2009Jun;47(6):1957-60.Epub2009Apr15.PMID:1��9369441

18 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



BrownDB、HuangYC、KannenbergEL、SherrierDJ、CarlsonRW。

Epub2011Jul20.PMID:21775514

CapittaP、ZobbaR、MasalaG、CoccoR、Tolas、ParpagliaML。

BurbeloPD、BrenKE、ChingKH、ColemanA、YangX、KariuT、IadarolaMJ、
PalU.⾺のボレリアブルグドルフェリ感染症の抗体プロファイリン
グ.ClinVaccineImmunol.2011Sep;18(9):1562-7.

MedClinNorthAm.2002Mar;86(2):311-40.PMID:11982304
Bunikis��J、Barbour��AG、ライム病の疑いに対する臨床検査。

カポネッティ��GC、パンタノウィッツ��L、マルコーニス、ヘブンズ��JM、ランプ��
LW、オーティス��CN.猫ひっかき病のバルトネラヘンセラを特定する免疫組織化
学の評価.AmJClinPathol.2009Feb;131(2):250-6.PMID:19141385

CarvounisPE、MehtaAP、GeistCE.ボレリアブルグドルフェリ感染症に関連する眼
窩筋炎.眼科.2004May;111(5):1023-8.PMID:15121383

2010年1⽉;47(1):163-6.PMID:20080497

Buchmann��AU、KempfVA、Kershaw��O、Gruber��AD.��猫性肝炎性ペリオシスはバルト
ネラヘンゼラ感染症とは関連していません。VetPathol。

PMID:20345572

BrownEL、KimJH、ReisenbichlerES、

HöökM.MulticomponentLymevaccine:threeisnotacrowd.Vaccine.2005May25;23(28):3687-96.PMID:15882529

TransboundEmergDis.2010Jun;57(3):201-4.Epub2010Mar14.

リゾビウム��レグミノサルムブの��AnacpXL��変異体。ファセオリは��27-ヒドロキシオ
クタコサン酸酸ニッツリピドを⽋き、決定的な根粒形成宿主植物の共⽣感染中
に発育遅延が発⽣しました。Phaseolus��
vulgaris.JBacteriol.2011Sep;193(18):4766-78.Epub2011Jul15.PMID:217��
64936

イタリアにおけるバルトネラ菌株の分離と特徴付け。

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 19

Machine Translated by Google



CheungVW,MoxhamJP.急性乳突炎を呈する猫傷病.喉頭
鏡.2010;120Suppl4:S222.PMID:21225820

チェルマコヴァZ、リスコヴァO、ホネグルク、チェルマコヴァE、ハノフコヴァI。

ChmielewskiT、FiettJ、GniadkowskiM、Tylewska-WierzbanowskaS.培養法
と��PCR��法の組み合わせによる、検査室での線⾍症の認識の改善。
MolDiagn.2003;7(3-

Cherry��NA、MaggiRG、CannedyAL、

BreitschwerdtEB.PCRdetectionofBartonellabovisandBartonellahenselaeinthebloodofbeefcattle.VetMicrobiol.2009Mar30;135(3-4):308-12.Epub2008Sep21.PMID:19019574

PMID:20395436

PMID:19793124

ChangCC、ChenYJ、TsengCS、LaiWL、HsuKY、ChangCL、LuCC、HsuYM.バ
ルトネラヘンセラ株とヒト内⽪細胞株の相互作⽤の⽐較研究。
VetMicrobiol.2011Apr21;149(1-2):147-56.Epub2010Oct7.PMID:21035278

CasaltaJP、Gouriet��F、Richet��H、Thuny��F、HabibG、Raoult��D.マル
セイユにおける感染性⼼内膜炎の場合のコクシエラバーネットおよび
バルトネラ種の有病率（1994-2007）。
ClinMicrobiolInfect.2009Dec;15Suppl2:152-3.Epub2009Sep28。

AmJPathol.2010Jun;176(6):2753-63.Epub2010Apr15.

CetinE、SotoudehM、AuerH、Stanek��

G.ParadigmBurgenland:riskofBorreliaburgdorferisensulatoinfectionindicatedbyvariableseroprevalenceratesinhunters.WienKlinWochenschr.2006Nov;118(21-22):677-81.PMID:17160606

キアラヴィリオ��L、ズオンス、ブラウン��DA、バートルズ��RJ、カービー��JE。慢
性バルトネラ感染症の免疫不全マウスモデル。

酵素免疫分析を使⽤したライムボレリア症の診断。
MedSciMonit.2005Apr;11(4):BR121-5.Epub2005Mar24.PMID:15795690

4):155-62.PMID:15068385

20 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



Colton��L、Zeidner��N、Lynch��T、Kosoy��MY。バルトネラタミアのヒト分離
株は実験的に接種された免疫正常マウスで病理を誘導します。BMCInfectDis.��
2010Jul��30;10:229。

PMID:19289701

2010年9⽉13⽇;3:40.PMID:20836844

3.PMID:19801700

コスタフ、ソンメゼル、カサマッシミア、コリッキオー、アンジェリーニC、マルケ
サーノV、ミロネL、ファルザティブ、ジョバネA、フィオリトC、リエンツォM、ピカルデ
ィM、アヴァローネB、マルココルシム、サルッビB、カラブロル、サルバトーレP、チ
ッコディコーラA、ナポリC.ダウンジー内の循環内⽪前駆細胞の障害
ndrome.BMCMedGenomics。

ArchOtolaryngolHeadNeckSurg.2009Mar;135(3):243-8。

ChuBC、TamVT.神経網膜炎を伴う猫ひっかき病の⾎清学的に証明された症
例.HongKongMedJ.2009Oct;15(5):391-

ChoiP、QinX、ChenEY、InglisAFJr、OuHC、Perkins��JA、SieKC、Patterson��K、
BerryS、Manning��SC.��持続性⼩児頸部リンパ節炎における病原体同定のため
のポリメラーゼ連鎖反応。

Coulter��P、LemaC、Flayhart��D、Linhardt��AS、Aucott��JN、Auwaerter��PG、
Dumler��JS.��ボレリアブルクドルフェリカルチャーの��2��年評価とライメディ病の確
定診断のための補⾜テスト。JClin��Microbiol.��2005Oct;43(10):5080-4.PMID:16207966

Bartonellacardiitis:apathologysharedbyanimalreservoirsandpatients.AnnNYAcadSci.2009May;1166:120-6.PMID:19538271

PMID:20673363

CunhaBA、CohenYZ、

McDermottB.Feverofunknownorigin(FUO)duetababesiosisinaimmunocomputehost.HeartLung.2008Nov-Dec;37(6):481-4.Epub2008Sep30.PMID:18992633

ChomelBB、KastenRW、WilliamsC、WeyAC、HennJB、MaggiR、CarrascoS、
MazetJ、BoulouisHJ、MaillardR、BreitschwerdtEB。

CoylePK.Lymedisease.CurrNeurolNeurosciRep.2002Nov;2(6):479-87.PMID:12359100

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 21

Machine Translated by Google



ダウトヴィッチ•クルキッチ、カヴァジュガ、フェルハトヴィッチ•M、モスタラク•N、ゴヤクル、ハゾ
ヴィッチ•M、ハジッチA.[ボスニア•ヘルツェゴビナのライムボレリア症-

PMID:19320261

PMID:19097835

PMID:19738506

deLaBlanchardièreA、FournierPE、HaustraeteE、duCheyronD、LepageO、
VerdonR.��[Bartonellahensalaefollowingaruptureofacerebralaneurysm��
による感染性⼼内膜炎].[フランス語記
事].MedMalInfect.2009Jun;39(6):394-6.Epub2008Dec18.

DaSilvaK,Chussid��
S.Catscratchdisease:clinicalconsiderationsforthepediatricdentist.PediatrDent.2009Jan-Feb;31(1):58-62。

DasBB,WasserE,BryantKA,WoodsCR,YangSG,ZahnM.先天性⼼疾患を持つ⼦供の
バルトネラヘンセラによって引き起こされる⽂化陰性⼼内膜炎。
PediatrInfectDisJ.2009Oct;28(10):922-5。

CuriAL、MachadoD、HeringerG、CamposWR、LamasC、RozentalT、
GutierresA、OreficeF、LemosE.猫ひっかき病:眼症状と視覚的結
果.IntOphysicalmol.2010Oct;30(5):553-8.Epub2010Jul30.PMID:20668914

デカプリリス��D、ダンタス��トーレス��F、カペリ��G、メンケン、スタネック��D、ブライトシ
ュヴェルト��EB、オトラント��D.ベクター媒介病原体によって⾃然に感染した若い⽝
の臨床、⾎液学的、⽣化学的所⾒の進化。
VetMicrobiol.2011Apr21;149(1-2):206-12.Epub2010Oct��16.PMID:21106311

⽿⿐咽喉科Pol.2009Mar-Apr;63(2):154-7.PMID:19681487

-臨床、実験室、疫学研究].[ボスニア語の記
事].MedArh.2008;62(2):107-10.PMID:18669233

Dabrowska-BieńJ、Pietniczka-Za eskaM、RowickiT.��[Catscratchdisease��
--��adiagnostic��problem,��casereport].��[ポーランド語の記事]。

22 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



PMID:16050454

dePazHD、LarreaD、ZunzuneguiS、DehioC、delaCruzF、LlosaM.結合結合タ
ンパク質��TrwB.JBacteriol��の機能的解
剖.2010Jun;192(11):2655-69.Epub2010Apr2.

DessauRB、BangsborgJM、EjlertsenT、SkarphedinssonS、
SchønheiderHC.デンマークにおけるライムボレリア症疑いの診断のための⾎清学
の利⽤:⼀般診療で⾒られる患者の調査。
BMCInfectDis.2010Nov1;10:317.PMID:21040576

DePietropaoloDL、PowersJH、GillJM、FoyAJ.Flymedisease��の診
断.AmFamPhysician.2005Jul15;72(2):297-304。

Epub2011Mar30.PMID:21450425

DeMartinoS,JaulhacB.[ライムボレリア症].[フランス語記
事].RevPrat.2005Mar15;55(5):471-7.PMID:15895947

DelforgeML.[感染症における⾎清学検査の有⽤性について:選択されたトピッ
ク].[フランス語の記事].RevMedBrux.2011Sep;32(4):285-8.PMID:22034758

DeMartinoSJ.[ライムボレリア症の診断における⽣物学的アッセイの役割。現在
利⽤可能な技術とその内容は何ですか?].[フランス語の記
事].MedMalInfect.2007Jul-Aug;37(7-8):496-506.Epub2007May23.PMID:17512148

DesenclosJC、LaporteA、BrouquiP.[シラミによる⼈間の感染症].[フランス
語の記事].MedMalInfect.2011Jun;41(6):295-300.

DekkersMJ、DeesA、WeidemaWF、BartelsmanM、VeekenH、HartW.[臨床的思
考と意思決定の実践。腹痛、体重減少、発熱のある男性].[オランダ語の記
事].NedTijdschrGeneeskd.2009Jan31;153(5):174-80.PMID:19256242

デピエトロパオロ��DL、パワーズ��JH、ギル��JM、フォイ��AJ.ライメディ病の診
断.DelMedJ.2006Jan;78(1):11-8.PMID:16548394

PMID:20363945

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 23

Machine Translated by Google



DouglasTA、TamburroD、FredoliniC、EspinaBH、LepeneBS、IlagL、EspinaV、ペトリ
コインEF3rd、LiottaLA、LuchiniA.ヒドロゲル微粒⼦を隔離し、ライム病の細菌抗原尿
中検査を濃縮する使⽤法。バイオマテリアル.2011Feb;32(4):1157-66.

Berkhoffii��は、2��匹の⾃然に感染した⽝の⾎液、関節および⽪下の漿液腫液から採取
されました。VetMicrobiol.2009Sep18;138(3-4):368-72。

PMID:20835501

PMID:19046522

DrummondMR、GilioliR、
VelhoPE.Bartonellosisdiagnosisrequirescarefulevaluation.BrazJInfectDis.2010May-Jun;14(3):217.

DinizPP、WoodM、MaggiRG、SontakkeS、StepnikM、
BreitschwerdtEB.Bartonellahenselae��および��Bartonellavinsonii��亜種の共同分離。

dosSantosAP、dosSantosRP、BiondoAW、DoraJM、GoldaniLZ、deOliveiraST、
deSáGuimarãesAM、TimenetskyJ、deMoraisHA、GonzálezFH、
MessickJB.HIV��陽性患者のヘモプラズマ感染、ブラジル。
EmergInfectDis.2008Dec;14(12):1922-4。

DessauRB、BangsborgJM、JensenTP、HansenK、LebechAM、AndersenCØ.
[Borreliaburgdorferi��による検査室診断感染症].[デンマーク語の記
事].UgeskrLaeger.2006Aug21;168(34):2805-7.PMID:16942701

DowersKL、HawleyJR、BrewerMM、MorrisAK、RadeckiSV、LappinMR.Association��
of��Bartonellaspecies、猫カリシウイルス、猫ヘルペスウイルス��1��感染症による⻭
⾁⼝内炎、JFelineMedSurg.2010Apr;12(4):314-21.Epub2009Dec2.PMID:19959386

DonnellyEF.Preview:Lymediseasevaccines.MedHealthRI.1998Nov;81(11):373-5.PMID:15580796

Epub2010Oct28.PMID:21035184

Epub2009Feb4.PMID:19560291

バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ24

Machine Translated by Google



EdlowJA.Erythemamigrans.MedClinNorthAm.2002Mar;86(2):239-60.PMID:11982300

PMID:19061304

DuttaA、SchwarzwaldHL、Edwards��MS.ヒト免疫不全ウイルス
感染症を持つ若者の神経網膜炎を呈する播種性バルトネラ症。
PediatrInfectDisJ.2010Jul;29(7):675-7.PMID:20216243

Edouard��S,��Raoult��D.��
[Bartonellahenselae,anubiquitousagentofproteiformzoonoticdisease].
[ArticlenFrench].MedMalInfect.2010Jun;40(6):319-30.Epub2009Dec29.PMID:20042306

ペンシルベニア州のトキソプラズマゴンジアンおよびバルトネラ属の抗体の⾎清
有病率。JParasitol.��2009Jun;95(3):578-80。

2010;2010:763105.Epub2010Jun15.PMID:20628521

DubeyJP、BhatiaCR、LappinMR、FerreiraLR、ThornA、KwokOC。

フランシスセララレンシスによるエスカランド⾸リンパ節症アフターティックバ
イト:acasereport.JMedCaseReports.2011Mar19;5:108.PMID:21418587

デュラ•トラヴェット、ヨルディ•ペトリメ、ガリナス•ビクトリアノF、ラヴィラ•オ
イザ、ボベ•グリM.バルトネラヘンセラ（猫ひっかき病）による神経網膜炎、
13歳の少⼥。国際ペディアtr。

エドゥアール、ゴニンク、ターシー、アンジェラキス、ソコロフシック、ラウルト��D.

DubeyJP、LappinMR、KwokOC、MofyaS、ChikwetoA、BaffaA、DohertyD、
ShakeriJ、MacphersonCN、SharmaRN、グレナダ、⻄インド諸島の猫のトキソプ
ラズマゴンジニアとバルトネラ属菌、猫免疫不全ウイルス、猫⽩⾎病ウ
イルス感染症の⾎清有病率。JParasitol.2009年10⽉9⽇
5(5):1129-33.Epub2009Apr22.PMID:19385716

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 25

Machine Translated by Google



PMID:19003779

EldøenG,VikIS,VikE,MidgardR.[LymeneurborreliosisinMoreandRomsdal].
[ノルウェー語の記事].TidsskrNorLaegeforen.2001Jun30;121(17):2008-11.PMID:11875896

PMID:17113969

EschnerAK.EffectofpassiveimmunoglobulintransferonresultsofdiagnostictestsforantibodiesagainstBorreliaburgdorferiinpupsborntoaseropositivedam.VetTher.2008Fall;9(3):184-91。

FederHMJr、AbelesM、BernsteinM、Whitaker-WorthD、Grant-KelsJM.診
断、治療、および予後紅斑グラン砂およびライムアース炎.ClinDermatol.2006Nov-
Dec;24(6):509-20。

PMID:15009444

ErginC,AkkayaY,Kiri Sat lm O,Y lmazC.[ベロとHeLacellsの共培養
によって得られたバルトネラヘンセラ抗原の間接免疫蛍光アッセイ性能の⽐較].[トル
コ語の記事].MikrobiyolBul.2011Jul;45(3):461-7.PMID:21935��779

アイゼンL、アイゼンRJ、チャンCC、ムンJ、レーンRS.ボレリアブルグドルフェリス
ピロヘーテスへのアカロロジクスリスク曝露：カリフォルニア州北⻄部における⻑
期評価、ライメボレリア症リスク評価モデルへの影響を伴
う.MedVetEntomol.2004Mar;18(1):38-49.

PMID:12944012

EppesSC,ChildsJA.早期ライメディ病の⼦供たちにおけるセフロキシメアキセチル
対アモキシシリンの⽐較研究.⼩児科.2002Jun;109(6):1173-7.PMID:12042561

ExnerMM,��Lewinski��MA.��RocheMag��NAPure��システムとリアルタイム��
PCR��を使⽤した脳脊髄液、滑液、⾎液、尿、ダニからのボレリアブルグドルフェリ��
DNA��の分離と検出。Diagn��Microbiol��Infect��Dis.��2003��Aug;46(4):235-40。

ElstonDM、DoH.What'sseatingyou?Catflea(Ctenocepharidesfelis)、パー
ト��1:Clinicalfeaturesandroleasadiseasevector.Cutis.2010May;85(5):231-6.PMID:20540412

26 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



フェンS、カステンRW、ヴェルナーJA、ホジッチE、バルトルドSW、チョメルBB。

FournierPE、ThunyF、RichetH、LepidiH、CasaltaJP、ArzouniJP、MaurinM、
CélardM、MainardiJL、CausT、CollartF、HabibG、RaoultD.⾎液培養陰性⼼内膜炎の
包括的診断戦略:新規症例��819��例の前向き研究。

⾓膜.2011Apr;30(4):468-71.PMID:21099401

PMID:19403476

FontRL、DelValleM、MitchellBM、BoniukM.��猫のひっかき傷炎は組織学的、⾎清
学的、分⼦診断によって確認されました。

GarroAC、RutmanM、SimonsenK、JaegerJL、ChapinK、LockhartG.⼩児ライム
髄膜炎の臨床予測モデルの前向き検証.⼩児科.2009May;123(5):e829-34.

神経網膜炎に関連する閉塞性⾎管炎と視神経板⾎管新⽣。
OculImmunolInflamm.2011Feb;19(1):62-4.Epub2010Oct31.PMID:21034304

PMID:12699372

フォノロサA、ガルドスM、アルタラズJ、ペレス＝イレサバルJ、マルティネス＝アルデイN.

ArchNeurol.2011Jan;68(1):122-6.PMID:21220684

GardnerGC、KadelNJ.リウマチ検査の順序と解釈.JAmAcadOrthopSurg.2003
年1⽉-2⽉;11(1):60-7。

PMID:21539606

FenimoreA、VaranatM、MaggiR、Schultheiss��P、BreitschwerdtE、
LappinMR.Bartonellaspp.DNAincardiact��issues��from��Dogsin��Colorado��
and��Wyoming.JVet��InternMed.2011May-6⽉;25(3):613-6。

視神経炎の疑い、バルトネラ猫ひっかき病と診断。

PMID:19500857

ガンJJ、マンデルAM、オーティスJA、ホルムハメドバM、パーロフMD。

Bartonellahenselae��P26incats��の免疫原性.Vet��
ImmunolImmunopathol.2009Dec15;132(2-4):251-6.Epub2009May18.

2010Jul15;51(2):131-40.PMID:20540619

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 27

Machine Translated by Google



GengZ、HouXX、WanKL、HaoQ.��[中国の��6��つの省のダニからのボレリアブルクド
ルフェリスラトの隔離と特定]。

Epub2010Dec22.PMID:21177909

GodfroidE、MinHuC、HumairPF、BollenA、GernL.PCR��リバースラインブロッテ
ィング法は、ボレリアヴァライシアナ種のゲノム化学的異種性を強調し、ライメ
病への関与の可能性を⽰唆しています。JClinMicrobiol.2003Aug;41(8):3690-8。

GlatzM、FingerleV、WilskeB、Ambros-Rudolph��C、KerlH、MülleggerRR。マミグラン
症患者の⻑期治療における、VlsE��を含む組換えボレリアブルグドルフェリゼンスラト
抗原に対する⾎清反応性の免疫ブロット分析。⽪膚科。

[中国語の記
事].ZhonghuaLiuXingBingXueZaZhi.2010Dec;31(12):1346-1348.PMID:21223661

PMID:12904377

2008;216(2):93-103.Epub2008Jan23.PMID:18216470

GoldsteinRE、CordnerAP、SandlerJL、ベロヒューセンBA、ErbHN。

GirardYA、FedorovaN、LaneRS.��ボレリアブルクドルフェの遺伝的多様性と
北海岸カリフォルニア居住者の��B.��ビセッティ様��DNA��⾎清の検出。JClin��
Microbiol.��2011Mar;49(3):945-54。

微量アルブミン尿とボレリアブルグドルフェリン⾮臨床ラブラドールとゴールデンレ
トリバーへの曝露の⾎清学的検査の⽐較。
JVetDiagnInvest.2007May;19(3):294-7.PMID:17459861

GlatzM、GolestaniM、KerlH、MülleggerRR.抗⽣物質療法後のボレリアブルク
ドルフェリア前紅斑性マミグランスに対する異なる��IgGandIgM��⾎清抗体
反応の臨床的関連性:113��⼈の患者の⻑期追跡調査。
ArchDermatol.2006Jul;142(7):862-

Gaumond��G、Tyropolis��A、GrodzickiS、Bushmich��S.��ボレリアブルクドルフェリ
ン��Ixodesscapularisticks��の検出のための直接蛍光抗体染⾊とリアルタイムポリ
メラーゼ連鎖反応の⽐較。JVetDiagn��Invest.��2006Nov;18(6):583-6.PMID:17121087

8.PMID:16847202

28 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



GuptillL.Bartonellosis.VetMicrobiol.2010Jan27;140(3-4):347-59。

Gooskens��J、Templeton��KE、Claas��EC、vanDam��AP.��脳脊髄液内のボレリア
ブルグドルフェリゼンスラト��DNA��の検出のための��OSP��遺伝⼦を対象とした
内部制御リアルタイム��PCR��の評価。Clin��Microbiol��Infect.��
2006Sep;12(9):894-900.PMID:16882295

PMID:21941214

GulatiA、YalamanchiliS、GolnikKC、

LeeAG.CatScratchNeuroretinitis:TheRoleofAcuteandConvalescentTitersforDiagnosis.JNeuroophysicalmol.2011Sep21.[Epubaheadofprint]。

PMID:21710687

HalperinJJ.NervoussystemLymedisease.VectorBorneZoonoticDis.2002Winter;2(4):241-7.PMID:12804165

GrumbkowPV、ZippA、seidenberg��V、Fehren-SchmitzL、KempfVA、GroßU、

HummelS.Briefcommunication:EvidenceofBartonellaquintanainfectionsinskeletonsofahistoryalmassgraveinKassel,Germany.AmJPhysAnthropol.2011Sep;146(1):134-137.

ハダッドFA、ナデルマンRB。ライメディ病と⼼臓。FrontBiosci。
2003年9⽉1;8:s769-82.PMID:12957829

2011;20(13):1372-7.Epub2011Jul5.PMID:21729977

ＧｒｅｃｏＴＪｒ、Ｃｏｎｔｉ−ＫｅｌｌｙＡ、ＧｒｅｃｏＴ．「慢性ライム病」と称さ
れる⼊院患者の抗リン脂質抗体。ループス。

2010年11⽉;40(6):1073-90.PMID:20933137

8.PMID:19076842

GuptillL.Felinebartonellosis.VetClinNorthAmSmallAnimPract。

Gouriet��F、Samson��L、DelaageM、Mainardi��JL、MeconiS、Drancourt��M、Raoult��
D.��多重化全細菌抗原マイクロアレイ、⾎清診断の⾃動化のための新しい形式:��培
養陰性⼼内膜炎パラダイム。Clin��MicrobiolInfect.��2008Dec;14(12):1112-

Epub2009Nov18.PMID:20018462

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 29

Machine Translated by Google



HamerSA、TsaoJI、WalkerED、MansfieldLS、FosterES、HicklingGJ。

HeymanP、CochezC、BigaignonG、GuillaumeB、ZiziM、
VandenveldeC.ベルギーにおけるヒト顆粒球性エールリヒア症：病気の過⼩
評価されている原因.JInfect.2003Aug;47(2):129-32。
PMID:12860146

Hernandez-Da-MotaS、Escalante-RazoF.バルトネラ症を引き起こす両側
性板神経網膜炎:acasereport.EurJOphysicalmol.2009Mar-
Apr;19(2):307-9.PMID:19253255

PMID:12901891

HolmgrenAR、
MattesonEL.Lymemyositis.ArthritisRheum.2006Aug;54(8):2697-700.PMID:16871548

HenggeUR、TannapfelA、TyringSK、ErbelR、ArendtG、RuzickaT、ライムボレ
リア症、LancetInfectDis、2003Aug;3(8):489-500。

HolmesNE、OpatS、KelmanA、KormanTM.慢性リンパ球性⽩⾎病に対する化学
療法後の難治性バルトネラキンタナ桿菌⾎管腫症。
JMedMicrobiol.2011Jan;60(Pt1):142-6。
Epub2010Oct14.PMID:20947664

PMID:15147000

HasslerD、SchnaufferM、EhrfeldH、MüllerE.慢性ライムボレリア症の成功し
た治療後の特異的免疫応答の消失。IntJMedMicrobiol.2004Apr;293Suppl37:161-4。

PMID:19052161

56.PMID:19119948

ClinVaccineImmunol.2009Feb;16(2):282-4.Epub2008Dec3.

新興ライメ病の⾒張りとしてペットの⽝を評価するためのダニ調査と⾎清調査の使
⽤。AmJVetRes.2009Jan;70(1):49-

HoeyJG、Valois-CruzF、GoldenbergH、VoskoboynikY、PfiffnerJ、TiltonRC、
MordechaiE、AdelsonME.バルトネラヘンセラによる急性感染症の診断
のための免疫グロブリン捕捉ベースの酵素結合免疫吸着アッセイの開発。

30 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



PMID:12081110

EurJPaediatrNeurol.2008Sep;12(5):366-70.Epub2008Feb21.

HristeaA、HristescuS、CiufecuC、VasileA.ルーマニアにおけるボレリアブ
ルグドルフェリンの⾎清有病率.EurJEpidemiol.2001;17(9):891-6。

HunfeldKP、KraiczyP、KekoukE、SchaferV、BradeV.よく知られた新しく開発され
た抗菌薬に対するボレリアブルグドルフェリアの標準化された⽣体外
感受性試験--ライム病に対する新しい治療法の可能性の⽰
唆.IntJMedMicrobiol.2002Jun;291Suppl33:125-37.PM��ID:12141737

HufschmidtA、Müller-FelberW、TzitiridouM、FietzekUM、HaberLC、Heinen��
F.��⼩管磁気刺激には、特発性顔⾯⿇痺と⼩児ボレリア症を区別する特異性があ
りません。

Houck��JA、Hojgaard��A、Piesman��J、Kuchta��RD.Borreliaburgdorferis.s.��
(ライメディ病スピロヘータ)��幼⾍��Ixodesscapularis��の検出のための低密度マ
イクロアレイ。��TicksTickBorneDis.2011Mar;2(1):27-36.Epub2010Nov27.PMID:21771534

フンフェルト��KP、エルンスト��M、ザカリー��P、ヤウルハック��B、ゾンネボルン��HH、ブレイド��V。

HuangJ、DaiL、LeiS、LiaoDY、WangXQ、LuoTY、ChenY、HangZB、LiGD、
DongDD、XuG、GuZC、HaoJL、HuaP、HeL、DuanFL.[猫ひっかき病の診断にお
けるウォーシンスターリーステイン、免疫組織化学および透過電⼦顕微鏡法の
応⽤].[中国語記事].ZhonghuaBingLiXueZ��
aZhi.2010Apr;39(�4):225-9.PMID:20654119

HsiehJW、TungKC、ChenWC、LinJW、ChienLJ、HsuYM、WangHC、ChomelBB、
ChangCC.台湾におけるげっ⻭類およびトガリネズミのバルトネラ感染症の疫
学.⼈獣共通感染症公衆衛⽣.2010Sep;57(6):439-46.PMID:19538457

ライメ病⾎清診断のための新しい組換え��ELISA��の開発と実験室評価。
WienKlinWochenschr.2002Jul31;114(13-14):580-5.PMID:12422605

PMID:18206409

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 31

Machine Translated by Google



HunfeldKP、Ruzic-SabljicE、NorrisDE、KraiczyP、StrleF.抗菌化学療法の前後に
エリザマミグラン患者から培養したボレリアブルグドルフェリセンスラト分
離株の⽣体外感受性試験。

IvacicL、リード��KD、ミッチェル��PD、ゲブラニアス��N.ALightCycleTaqManassay��
for��detect��of��Borreliaburgdorferisulato��
incinicalsamples.DiagnMicrobiolInfectDis.2007Feb;57(2):137-43。
Epub2006Sep20.PMID:16989975

IrshadFA,GordonRA.Bartonellahenselaeneuroretinitisina15-year-
oldgirlwithchronicmyelogenousleukemia.JAAPOS.2009Dec;13(6):602-4.PMID:20006827

2):12-46.Epub2011May27.PMID:21700392

PMID:21073390

HuntPW.Molecular��
Diagnosisofinfectionsandresistanceinveterinaryandhumanparasites.VetParasitol.2011Aug4;180(1-)

神経学的徴候を有するボレリアブルグドルフェリセンスラトおよびアナプラズ
マ⾷細胞フィルミン⽝の⾎清有病率。VetRec.2007Jun16;160(24):825-31.PMID:17575245

JamesFM、Engiles��JB、Beech��J.��⾺のボレリアブルグドルフェリ感染症に関
連する髄膜炎、脳神経炎、根根神経炎。JAmVetMed��Assoc.��
2010Nov15;237(10):1180-5。

14):591-600.PMID:12422607

JäderlundKH、EgenvallA、BergstromK、HedhammarA。

予備報告書。WienKlinWochenschr.2002Jul31;114(13-
ドイツ語能⼒試験プログラム��1999��〜��2001��年のレッスン。

Epub2009Mar17.PMID:21686569

フンフェルト��KP、スタネック��G、シュトラウベ��E、ハーゲドルン��HJ、シェールナー��
C、ミュールシュレーゲル��F、ブレイド��V.��ライム病⾎清学の質。

JacobsDJ、ScottML、SlusherMM、猫傷病による限局性網膜⾎管炎、
BMJCaseRep.2009;2009.pii:bcr09.2008.0904。

32 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



ジョンソン��L、エイルワード��A、ストリッカー��RB.��ライメディ病患者の医療アクセ
スとケアの負担:��⽶国⼤規模調査.��健康政策.��2011��年��9��⽉;��102(1):��
64-71.��Epub��2011Jun14.

Jeanclaude��D、GodmerP、Leveiller��D、Pouedras��P、FournierPE、Raoult��D、
Rolain��

JM.BartonellaalsaticacardiitisinaFrenchpatientinclosewithwithrabbits.ClinMicrobiolInfect.2009Dec;15Suppl2:110-1.Epub2009Apr30.PMID:19438633

PMID:15482219

JohnsonJL、GinsbergHS、ZhiouaE、WhitworthUGJr、MarkowskiD、HylandKE、
HuR.受動的ダニ監視、⽝の⾎清陽性率、および⼈道中疾患の発⽣率。
VectorBorneZoonoticDis.2004Summer;4(2):137-42.PMID:15228814

JobeDA、LovrichSD、AspKE、Mathiason��MA、AlbrechtSE、SchellRF、
CallisterSM.��ボレリアブルグドルフェリのボレリア酸性抗体エピトープに基づ
くペプチド酵素結合免疫吸着アッセイによる早期ライム病診断の精度が⼤幅に向
上しました。OspC.��臨床ワクチン免疫。2008��年��6��⽉��15��⽇
(6):981-5.Epub2008Apr16.PMID:18329555

JuchnowiczD、RudnikI、CzernikiewiczA、ZajkowskaJ、PancewiczSA.[ハエ脳
症とダニ媒介性脳炎の経過中の精神障害].[ポーランド語の記
事].PrzeglEpidemiol.2002;56Suppl1:37-50.PMID:12194228

JohnsonL、StrickerRB.ライメディ病の治
療:amedicolegalassessment.ExpertRevAntiInfectTher.2004Aug;2(4):533-57。

PMID:18937522

PMID:21676482

Jennings��F、Lambert��E、Fredericson��M.��スポーツ関連の傷害を⽰す
リウマチ性疾患。SportsMed.��2008;38(11):917-30。

KaçarN、Ta liL、DemirkanN、ErginC、ErginS.慢性肝炎を伴う細菌性⾎管腫症
の��HIV��陰性症例��B.JDermatol.2010Aug;37(8):722-5.PMID:20649715

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 33

Machine Translated by Google



KanjwalK、KarabinB、KanjwalY、GrubbBP.ライメ病に続く体位起⽴性頻脈症
候群。CardiolJ.

KaiserPO、RiessT、O'RourkeF、LinkeD、
KempfVA.Bartonellaspp.:throwinglightonuncommonhumaninfections.IntJMedMicrobiol。

PMID:20519021

3.Epub2009Oct22.PMID:19847604

カモイク、吉⽥、⾼瀬、横⽥、川⼝、望⽉、東京におけるブドウ膜炎を伴うバルトネラヘ
ンセラの⾎清有病率、および健康な個⼈。

Karan'LS、KoliasnikovaNM、ToporkovaMG、MakhnevaMA、
NadezhdinaMV、EsaulkovaAIu、RomanenkoVV、ArumovaEA、PlatonovAE、��
MaleevVV.[さまざまなダニ媒介感染症の診断のためのリアルタイムポリメラ
ーゼ連鎖反応の使⽤].[ロシア語の記事].ZhMikrobiolEpidemiolImmunobiol.2��
0105⽉-6⽉;(3):72-7.PMID:20734723

KantasI、KatotomichelakisM、VafiadisM、KaloutsaZV、
PapadakisCE.漿液性迷路炎、猫ひっかき病の症
状:acasereport.JMedCaseReports.2009Sep15;3:7405。

KarosiT、RáczT、SzekaneczE、TóthA、Sziklai、不顕性ライムボレリア症による反復
性喉頭神経⿇痺、JLaryngolOtol。

Kalogeropoulos��

C,KoumpoulisI,MentisA,PappaC,ZafeiropoulosP,AspiotisM.Bartonellaandintraocularinflammation:aseriesofcasesandreviewofliterature.ClinOphysicalmol.2011;5:817-29.Epub2011Jun16.PMID:21750616

[ポーランド語の記事].KlinOczna.2010;112(4-6):131-4.PMID:20825068

2011;18(1):63-6.PMID:21305487

2010Mar;124(3):336-8.Epub2009Sep10.PMID:19740453

2011年1⽉;301(1):7-15.Epub2010Sep15.PMID:20833105

KarolakJ、Gotz-WipckowskaA.[猫のひっかき傷による神経網膜炎]。

34 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



KarrisMY、LitwinCM、DongHS、

VinetzJ.BartonellahenselaeInfectionofProstheticAorticValveAssociatedwithColitis.VectorBorneZoonoticDis.2011Nov;11(11):1503-5.Epub2011Jun24.

クードリー、フレモント��G、フラジュール��B、ブリエール��J、デュベールトレ��L、ヴィギエ��M.
[両側⾆リンパ節腫脹性テマノドサム：猫ひっかき病の珍しい症状].[フランス語
の記事]。

2005��春;2(2):70-9.PMID:19813300

古賀T、⽥⼝J、鈴⽊M、⽐嘉Y、上村T、⻄村M、荒川

M.Catscratchdiseasepresentingwithretroperitonealabscessinapatientwithoutanimalcontacts.JInfectChemother.2009Dec;15(6):414-6.PMID:20012734

KellyJJ.末梢神経障害の評価。パート��III:⾎管炎性、感染性、遺伝性、および特発性
神経障害。RevNeurolDis。

2011年1⽉15⽇;83(2):152-5.PMID:21243990

PMID:18623985

PMID:17106227

クロッツ��SA、イアナス��V、エリオット��SP、猫ひっかき病、アムファム医師。

KayaAD、ParlakAH、OzturkCE、Behcet��M.トルコ北⻄部ドゥズジェの林業労働
者と農⺠の間のボレリアブルクドルフェリ感染症の⾎清有病率。
NewMicrobiol.2008Apr;31(2):203-9。

PMID:17384979

KimD、Kordick��D、DiversT、ChangYF.レプトスピラ種およびボレリアブルグド
ルフェリのインビトロ感受性はトアモキシシリン、チルミコシン、アンデンロフロキ
サシンを分離します。JVet��Sci.��2006Dec;7(4):355-9。

KaufmannJ、BuccolaJM、SteadW、RowleyC、WongM、BatesCK.健康な成⼈
における⼆次症状パルボウイルスB19感
染.JGenInternMed.2007Jun;22(6):877-8.Epub2007Mar24.

PMID:20646798

PMID:21702667

RevMedInterne.2011Mar;32(3):e34-6.Epub2010Jun19。

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 35

Machine Translated by Google



KrupkaI、Straubinger��RK.⽝と猫のライムボレリア症:背景、診断、治療、ボ
レリアブルクドルフェリセンシュトリクト感染症の予
防.VetClinNorthAmSmallAnimPract.2010Nov;40(6):1103-19.PMID:20933139

クーム、マナリリス、バンコウスキーMJ、サンパスR、ホフスタッドラーSA、クーJ。

KrausePJ、McKayK、ThompsonCA、SikandVK、LentzR、LeporeT、ClosterL、
ChristiansonD、TelfordSR、PersingD、RadolfJD、SpielmanA;⿅関連感染
研究グループ。ダニ媒介⼈獣共通感染症の疾患特異的診断:バベシア症、ヒト顆粒球
性ヘルリキア症、およびライメ
病.ClinInfectDis.2002May1;34(9):1184-91�.Epub2002Apr4.PMID:11941544

「サイレント培養陰性」腹部⼤動脈真菌性動脈瘤:PCR��およびハイスループット質量
分析法を使⽤したバルトネラ種の迅速検出。Hawaii��Med��
J.2010Mar;69(3):68-9.PMID:20397506

Krupkai、Knauerj、Lorentzenl、O'Connortp、Saucierj、

Straubingerrk.borreliaburgdorferisEnsulateSuspeciesiSureaupediverseimmuneresponsagainStc6ペプチドイン留められた微細症は

KornreichBG、CravenM、McDonough��SP、NydamDV、ScorzaV、
AssarasakornS、LappinM、SimpsonKW.��アーカイブ⼼臓弁セクションにおけ
る細菌種の同定のための蛍光その場ハイブリダイゼーション⽝細菌性⼼内膜炎。
JCompPathol。

PMID:19726618

KonevaOA、Anan'evaLP、ShtannikovAV、EvsegneevSI、
BaranovaEV.[間接免疫蛍光によるイクソデスティックボレリア症の抗体
同定のための抗原としてボレリアブルグドルフェリゼンスラトのさまざまな
遺伝⼦型の��2��株を使⽤した⽐較分析].[ロシア語の記
事].KlinLabDiagn.2003May;(5):41��-3.PMID:12822309

2011Oct24.[Epubaheadofprint].PMID:22030263

36 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



PMID:19298547

2010;112(4-6):127-30.PMID:20825067

PMID:14605139

PMID:18945880

KubováZ,SzanyiJ,LangrováJ,KremlácekJ,KubaM,HonegrK.Motion-
onsetandpattern-

reversalvisualevokedpotentialsindiagnosticsofneuroborreliosis.JClinNeurophysiol.2006Oct;23(5):416-20.PMID:17016151

Lakos��A、Reiczigel��J、Solymosi��N.��ダニ媒介疾患の外来患者サービスに送られる
患者の症状に照らしたボレリアブルクドルフェリ⾎清学の陽性的中率。Inflamm��Res.��
2010Nov;59(11):959-64.Epub2010May13.PMID:20461540

KvasnickaHM,ThieleJ.[⾻髄内の⾁芽腫性病変の分化].[ドイツ語の記
事].Pathologe.2002Nov;23(6):465-71.Epub2002Oct8.PMID:12436300

LangeD,OederC,WaltermannK,MuellerA,OehmeA,RohrbergR,MarschW,FischerM.Bacillaryangiomatosis.[英語、ドイツ語の記事].JDtschDermatolGes.2009Sep;7(9):767-69.

Kubicka-TrzaskaA、OleksyP、Karska-BastaI、Romanowska-DixonB.[急性後部
多巣性薄⽚⾊素上⽪症(APMPPE)—治療ジレンマ].[ポーランド語の記
事].KlinOczna。

LedueTB、CollinsMF、YoungJ、SchrieferME.ボレリアブルグドルフェリアンの
検出およびライメ病の診断のための組み合わせVlsEベースのリエゾン化学発光免疫ア
ッセイの評価。ClinVaccineImmunol.2008Dec;15(12):1796-804.Epub2008Oct22.

LagalV、Postic��D、Ruzic-Sabljic��E、Baranton��G.osp��C��遺伝⼦の⼀本鎖構造多
型分析によって決定されるボレリア株間の遺伝的多様性および侵襲性との関連。
JClinMicrobiol.2003Nov;41(11):5059-65。

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 37

Machine Translated by Google



Liney、TsigrelisC、BaddourLM、LepidiH、RolainJM、PatelR、RaoultD.Candidatus
バルトネラマヨチモネンシス⼼内膜炎。

LencákováD、FingerleV、StefancíkováA、Schulte-SpechtelU、PetkoB、SchréterI、
WilskeB.スロバキアにおけるライム病検出のための組換えライン免疫ブロットの評価:
他の��2��つの免疫アッセイとの⽐較。VectorBorneZoonoticDis.2008Jun;8(3):381-9��0.

リーンハルトB、イランS、ガスペルタA、ヴァイスハウプトD、ベーラーA。

LittmanMP.⽝ボレリア症.VetClinNorthAmSmallAnimPract。

PMID:18279004

2003��年��7��⽉;33(4):827-62.PMID:12910746

バルトネラヘンセラ肺移植レシピエントによる伝播感染。
JHeartLungTransplant.2009Jul;28(7):736-9。

LessevaM、ChristovaI、Miloshev��G.Borreliaburgdorferi��からの組換え鞭⽑タ
ンパク質のクローニングと発現.FoliaMed(Plovdiv).2007;49(3-4):58-62.PMID:18504936

LjøstadU、SkarpaasT、Mygland��A.急性ライメン神経ボレリア症の髄腔内抗体検査の
臨床的有⽤性。EurJNeurol.2007Aug;14(8):873-6.PMID:17662007

PMID:19560704

LemosER、Mares-GuiaMA、AlmeidaDN、SilvaRG、SilvaCM、Britto��C、LamasCC.[頸部カ
ラデノメガリと南アフリカから帰国中のバルトネラスピナブラジル⼈患者の抗体に関連す
る旅⾏者熱].[ポルトガル語の記事].RevSocBrasMedTrop.2010Jul-8⽉;43(4):472-3.��
PMID:20802956

EmergInfectDis.2010Mar;16(3):500-3.PMID:20202430

LevyS、O'ConnorTP、HanscomJL、ShieldsP.Utilityofanin-office��
C6ELISAtestkit��for��determination��of��infection��status��of��Dogsnaturally��
expokesto��Borreliaburgdorferi.VetTher.2002Fall;3(3):308-15.PMID:12447839

38 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



MagalhãesRF、CintraML、Barjas-CastroML、DelNegroGM、OKTS、

VelhoPE.BlooddonorinfectedwithBartonellahenselae.TransfusMed.2010Aug1;20(4):280-2.Epub2010Mar24.PMID:20345384

ロペス-アルベローラRF.神経ボレリア症と⼩児⼈
⼝:areview.RevNeurol.2006Apr10;42Suppl3:S91-6.PMID:16642458

マクドナルド��K.⽝の感染性⼼内膜炎:診断と治療。

PMID:19728230

LünemannJD、GelderblomH、SospedraM、QuandtJA、PinillaC、MarquesA、
MartinR.��脳脊髄液浸潤��CD4+T��細胞はボレリアブルグドルフェリリシンに富んだ
タンパク質ドメインと中枢神経系⾃⼰抗原を認識し、ほぼ中脳炎を⽰します。感染
免疫。2007��年��1��⽉;75(1)��:243-51.Epub2006Oct23.PMID:17060473

VetClinNorthAmSmallAnimPract.2010Jul;40(4):665-84。

リンチ��T、アイバーソン��J、コソイ��M.バルトネラの培養技術の組み合わせ:
両⽅の世界のベス
ト.JClinMicrobiol.2011Apr;49(4):1363-8.Epub2011Feb2.PMID:21289156

PMID:20610018

LoeckxI、ThuerlinckxD、JespersS、Marchant��AS、Bodart��E.[全⾝性猫ひっかき病の
⾃然発症の臨床例].[フランス語の記事].RevMedLiege.2010Feb;65(2):78-80.PMID:20344917

MagalhãesRF、UrsoPitassiLH、LaniaBG、Barjas-CastroML、

NevesFerreiraVelhoPE.Bartonellosisascauseofdeathafterredbloodcellunittransfusion.UltrastructPathol.2009Jul-8⽉;33(4):151-4。

MacarezR,BazinS,LagaucheD,SoulliéB,GiordanoP,MayF,GuigonB.
[ボレリア症と関連したレバー遺伝性視神経障害の発症].[フランス語記
事].JFrOphtalmol.2005Dec;28(10):1095-100.PMID:16395203

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 39

Machine Translated by Google



MagriJM、JohnsonMT、HerringTA、GreenblattJF.ライメディ病の知識、信念、
ニューハンプシャーのプライマリケア医師の実践。JAmBoardFamPract.2002Jul-8
⽉;15(4):277-84。

MaggiRG、ReicheltS、ToliverM、Engber��B.ノースカロライナ州の海岸平野か
ら収集されたイクソデス•アフィニおよびイクソデス肩甲⾻のボレリア種。Ticks��
TickBorneDis.2010Dec;1(4):168-71。

MagnarelliLA、Lawrenz��M、Norris��SJ、Fikrig��E.��ライムボレリア症のクラ
ス特異的酵素結合免疫吸着アッセイにおけるヒト⾎清組換え体��Vls��および他
のボレリアブルグドルフェリアン抗原の反応性の⽐較。JMedMicrobiol.��
2002Aug;51(8):649-55。

MaguiñaC、GuerraH、VentosillaP.Bartonellosis.ClinDermatol.2009May-6
⽉;27(3):271-80.PMID:19362689

Epub2010Oct20.PMID:21771524

ManalaiP、BhalavatRM、DobbsMR、
LippmannS.ComafalselyattributedtoLymedisease.JKyMedAssoc.2008Jul;106(7):317-9。

PMID:12171295

MagnarelliLA、BushmichSL、IJdoJW、FikrigE.Borreliaburgdorferiant��お
よび��Anaplasmaphagocytophilumcats��に対する抗体の⾎清有病
率。AmJVetRes.2005Nov;66(11):1895-9。

PMID:18777697

MagnarelliLA、StaffordKC3rd、IjdoJW、FikrigE.ボレリアブルグドルフェリ、
アナプラズマファゴサイトフィルム、およびシロアシネズミのバベシアミクロチンの抗
体ストウホール細胞または組換え抗原。JWildlDis.2006Oct;42(4):732-8.PMID:17255439

MaggiRG、MascarelliPE、PultorakEL、HegartyBC、BradleyJM、MozayeniBR、
BreitschwerdtEB.Bartonellaspp.bacteremiainhigh-

riskimmunocompientents.DiagnMicrobiolInfectDis.2011Dec;71(4):430-7.Epub2011Oct13.PMID:21996096

PMID:12150460

PMID:16334946

40 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



丸⼭修司.[猫ひっかき病].[⽇本語記事].⽇本臨
書.2010Jun;68Suppl6:244-7.PMID:20942049

PMID:18197445

Martinez-DiazGJ、KimJ、BrucknerAL.顔⾯結節のある幼児:acaseofidiopathy顔
⾯無菌性⾁芽腫.DermatolOnlineJ.2010Jan15;16(1):9.PMID:20137751

2009Dec;15Suppl2:116-7.Epub2009Sep28.PMID:19793123

MarienfeldCB,DicapuaDB,SzeGK,GoldsteinJM.免疫有能な成⼈における
バルトネラヘンセラ感染症による脳炎の発現として表出性失語
症.YaleJBiolMed.2010Jun;83(2):67-71.PMID:20589186

MavinS,EvansR,MilnerRM,ChattertonJM,Ho-

YenDO.LocalBorreliaburgdorferisensustrictoandBorreliaafzeliistrainsinasinglemixedantigenimproveswesternblotsensitivity.JClinPathol.2009Jun;62(6):552-4.Epub2009Feb23.PMID:19240047

Marques��AR、Hornung��RL、DallyL、Philipp��MT.��免疫複合体の検出はライム病患者
の抗体の検出とは独⽴しておらず、Borreliaburgdorferi��による活性感染は
確認されません。Clin��DiagnLab��Immunol.��2005Sep;12(9):1036-40。

MartínL、VidalL、CampinsA、SalváF、RieraM、CarrilloA、
SáezdeIbarraJI.Bartonellaasa��⾎液培養陰性⼼内膜炎の原因。

PMID:16148168

MarangoniA、Moronia、AccardoS、

CeveniniR.BorreliaburgdorferiVlsEantigenfortheserologicaldiagnosisofLymeborreliasis.EurJClinMicrobiolInfectDis.2008May;27(5):349-54.Epub2008Jan16.

マストランドレアス、シモネッタタラスM、カピッタP、トラス、マラスV、ストラスジG、マ
サラG。バルトネラヘンセラエの検出��-��免疫担当⼥性の⼤結節肝炎のDNA。臨床微⽣
物感染。

説明offivecases.[英語、スペイン語の記
事].RevEspCardiol.2009Jun;62(6):694-7.PMID:19480767

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 41

Machine Translated by Google



メイビンズ、ホプキンス��PC、マクレナンナ、ジョソー、ホーイェン��DO.��スコットラン
ド⾼原におけるライム病の都市と地⽅のリスク。ScottMedJ.

PMID:16500589

MetzCH、BuerJ、BornfeldN、LipskiA.��両側性バルトネラヘンセラ神経網膜炎、星状
⻩斑症、6��歳男児。感染症。

MeadP.Lymediseasetesting.LancetInfectDis.2006Mar;6(3):122-3。

PMID:20863631

2003��年��12��⽉;168(12):1011-4.PMID:14719627

VetMicrobiol.2011Mar24;148(2-4):238-45.Epub2010Sep21。

マクギニス��J、ボーンカー��BK、マラクーティ��M、マン��M、サック��DM。海軍と海兵隊
のライメディ病報告��(1997-2000)。

2009Jul;20(5):795-802.Epub2009Jan25.PMID:19169895

MietzeA、Morick��D、KöhlerH、HarrusS、DehioC、NolteI、GoetheR.��猫から分離
されたバルトネラヘンセラのMLSTとAFLPのタイピングを組み合わせた結果、新しい
配列タイプが明らかになり、⼦宮の進化が⽰唆されました。

PMID:21041333

MazepaAW、KiddLB、YoungKM、Trepanier��LA.��感染症地域に居住する��26��匹のアナ
プラズマファゴサイトフィラム⾎清陽性⽝の臨床プレゼンテーション。
JAmAnimHospAssoc.��2010Nov-Dec;46(6):405-12。

MichosA、DessyprisN、PourtsidisA、MoschoviM、PolychronopoulouS、
Athanasiadou-PiperopoulouF、KalmantiM、SyriopoulouVP、
MavrouliMD、PetridouET.��感染症への遅延曝露と⼩児リンパ腫：症例対照
研究。がんの原因制御。

Mavins,McDonaghS,EvansR,MilnerRM,ChattertonJM,Ho-YenDO.ライメ
ボレリア症のウェスタンブロット診断における解釈基
準.BrJBiomedSci.2011;68(1):5-10.PMID:21473255

MeynielC,WiertlewskiS.[視神経炎].[フランス語記
事].RevMedInterne.2010Jul;31(7):481-5.PMID:20434241

2009年5⽉;54(2):24-6.PMID:19530498

2011Aug9.[Epubaheadofprint].PMID:21826435

42 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



PMID:19830188

Misi -MajerusL,Boji N,Madari V,Avsic-ZupancT.[反逆型ダニ媒介髄膜
脳炎].[クロアチア語の記事].ActaMedCroatica.2003;57(2):111-6.PMID:12879690

PMID:19263856

MontcriolA、Benard��F、Fenollar��F、RibeiriA、BonnetM、Collart��F、Guidon��
C.致死性⼼筋炎関連バルトネラキンタナ⼼内膜
炎:acasereport.JMedCaseReports.2009Jul17;3:7325。

Morway��C、KosoyM、EisenR、Montenieri��J、Sheff��K、Reynolds��PJ、Powers��N.
ワラネズミとノミの集団におけるバルトネラ感染症の縦断研究。JVector��Ecol.��
2008Dec;33(2):353-64。

モーフェンソンLM、ブレイディMT、ダナーSP、ドミンゲスKL、ハズラーR、ハン
デルスマンE、ヘイブンスP、ネスハイムス、リードJS、サーチャックL、ヴァンダイクR;
疾病管理予防センター;国⽴衛⽣研究所;アメリカ感染症学会HIVM;⼩児感染
症学会;アメリカA��HIV��感染者と��HIV��感染者の⽇和⾒感染症の予防と治療に
関するガイドライン:��CDC、国⽴衛⽣研究所、HIV��感染症学会、⽶国感染症学会、⽶
国⼩児科学会からの推奨事項。MMWRRe通信担当者2009年9⽉4
⽇;58(RR-11):1-166.PMID:19730409

モリソン��C、サイフター��A、オーコット��JN.ライメ病の異常な表現:⾎清学的陰
性のホルナー症候群.JAmBoardFamMed.2009Mar-4pr;22(2):219-22.PMID:19264948

ミッチェル��BM、フォント��RL.��猫ひっかき病と結膜の桿菌性⾎管腫症の診断のため
のバルトネラヘンセラの分⼦検出.��⾓膜.��2011Jul;30(7):807-14.PMID:21282991

43バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト

Machine Translated by Google



MurrayTS、
ShapiroED.Lymedisease.ClinLabMed.2010Mar;30(1):311-28.PMID:20513553

82.Epub2009Apr8.PMID:19367102

2011Dec;105(12):740-2.Epub2011Sep28.PMID:21955739

ムラーゼクV、バルトゥネクP、ヴァレイキャップ、ヤノフスカード、ビナール、フリンスカード。

MurrayMA、ZameckiKJ、PaskowskiJ、LelliGJJr.眼桿菌性⾎管腫症免疫無防備
状態の⼈。眼底再構築⼿術。2010年9⽉-10⽉;26(5):371-2.PMID:20683276

MyintKS、ギボンズRV、アイバーソンJ、シュレスタSK、パブリンJA、モン
ゴルシリチャイクルD、コソイMY。ネパールからの発熱患者のバルトネラ種に対する
⾎清学的応答。TransRSocTropMedHyg。

MulleggerRR,GlatzM.⽪膚ライムボレリア症患者に役⽴つIsserologicalフォロ
ーアップ?CurrProblDermatol.2009;37:178-

MurdochW、RosinFC.��1��つのプレゼンテーション、2��つの⼤陸:��遺伝学的に類似
した個別の個体の左⼿⾸筋炎。JAmBoardFamMed.2009Jul-8
⽉;22(4):408-11.PMID:19587255

MuenzelD、DuetschS、FauserC、Slotta-HuspeninaJ、GaaJ、
RummenyEJ、HolzapfelK.拡散強調磁気共鳴画像法頸部リンパ節腫脹:悪性疾患
を模倣したバルトネラヘンセラ感染症患者の��3��例の報告。
ActaRadiol.2009Oct;50(8):914-6�.PMID:19636985

MüllerNF、KaiserPO、LinkeD、SchwarzH、RiessT、SchäferA、EbleJA、KempfVA.
バルトネラヘンセラエ、バルトネラキンタナ、エルシニアの腸内結核マトリックス成分
と内⽪細胞の三量体⾃動輸送体の接着依存性接着、静的および動的流動条件。Infect��
Immun.2011Jul;79(7)�):2544-53.Epub2011May2.PMID:21536788

[2��つの集団における抗ボレリア抗体の有病率:同じデータのさまざまな解釈].
[チェコ語の記
事].EpidemiolMikrobiolImunol.2002Feb;51(1):19-22.PMID:11881295

バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ44

Machine Translated by Google



⻄尾、久保⽥、中尾、⽇⾼、9��歳⼥児の脳症を伴う引っ掻き傷.��PediatrInt.��
2008Dec;50(6):823-4.

2008Nov;122(5):e1080-5.Epub2008Oct17.PMID:18931349

NunesRosadoFG、StrattonCW、MosseCA.⼩児細菌性リンパ腺炎の疫学
および組織病理学的特徴の臨床病理学的相関関係。
ArchPatholLabMed.2011Nov;135(11):1490-3.PMID:22032579

NaesensR、VermeirenS、VanSchaerenJ、JeurissenA.��梅毒による偽陽性リメ⾎
清学:��6��例の報告と⽂献のレビュー。ActaClinBelg.��2011��Jan-
Feb;66(1):58-9.PMID:21485767

PMID:19438629

PMID:19067901

ニグロヴィクル、トンプソン��AD、ファインアム、キミア��A.��末梢顔⾯神経⿇痺を持つ
⼦供たちのライメ病の臨床予測者、ライメ病⾵⼟病領域の救急部⾨。⼩児科。

Bartonellabirtlesii��のニロロンおよびヘム取り込みに関与するメカニズム
の同定:��insilico��and��invivo��
approach.ClinMicrobiolInfect.2009Dec;15Suppl2:118-9.Epub2009Apr30.

NghiemPP、SchatzbergSJ.急性神経系患者のための従来の分⼦診断検
査.JVetEmergCritCare(サンアントニオ).2010Feb;20(1):46-61.PMID:20230434

OccorsioP,OrsoG,diMartinoL.[ダニと⼩児科医].[イタリア語の記
事].Parassitologia.2004Jun;46(1-2):115-8.PMID:15305698

ニジセン、チェスカウ、ヴァイシエ•タウサット、ワン•J、ビヴィル•F.

NamekataMS,CliffordDL,KastenRW,HennJB,GarcelonDK,CoonanTJ,ChomelBB.SeroprevalenceofBartonellaspp.intheendangeredislandfox(Urocyonlittoralis).VetMicrobiol.2009Apr14;136(1-2):184-7.Epub2008Oct28.PMID:19058928

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 45

Machine Translated by Google



PMID:19657996

パレチェックT、クチンキャップ、フーリンスカD、シュラムロヴァJ、フルバックヴ
ァH、ヴィトコヴァI、シメクス、ホーラックJ、ルーシュWE、リンハートA.��新規発
症の原因不明の拡張型⼼筋症の⼊院患者のボレリアブルグドルフェリ⼦宮内⼼筋
⽣検の存在。MedMicrobiolImmunol。

O'Connor��TP、Esty��KJ、HanscomJL、Shields��P、Philipp��MT.��⼀般的なライメ
ディ病ワクチンでワクチン接種された⽝は、ボレリアブルクドルフェリの��Vls��E��
表⾯タンパク質の保存された免疫優勢領域である��IR6��に反応しません。
ClinDiagnLab��Immunol.2004May;11(3):458-62.PMID:1��5138170

PapadopouliE、MichailidiE、PapadopoulouE、PaspalakiP、VlahakisI、
KalmantiM.⼩児期の頸椎リンパ節症疫学と管理。
PediatrHematolOncol.2009Sep;26(6):454-60。

PapeM,MandraveliK,Alexiou-DanielS.ギリシャ北部のバルトネラ感染
症の臨床的側
⾯.ClinMicrobiolInfect.2009Dec;15Suppl2:91-2.Epub2009May18.PMID:19456804

Pachner��AR、DailD、LiL、GureyL、FengS、HodzicE、Barthold��S.⾮ヒト霊⻑
類における脳脊髄炎に関連する体液性免疫反応:��免疫ブロッティングおよび
超⾳波処理または組換えタンパク質による酵素結合免疫吸着アッセイによる分析。
ClinDiagnLab��Immunol.2002Nov;9(6):1348-5��5.PMID:12414773

PanicG、StanulovicV、PopovT.��播種性ライム病の最初の症状としての房室ブロ
ック.IntJCardiol.2011Aug4;150(3):e104-6.Epub2010Mar11.PMID:20226549

オーウェン��DC.湾岸戦争症候群は実際に慢性ライメディ病なのか?医学仮
説.2005;64(4):717-20.PMID:15694687

2010年5⽉;199(2):139-43.Epub2010年1⽉6⽇.PMID:20052487

OliverJ、MeansRG、KogutS、PrusinskiM、HowardJJ、LayneLJ、ChuFK、ReddyA、
LeeL、WhiteDJ.ニューヨーク州の⼩型哺乳類におけるボレリアブルグドルフェリ
の蔓延。JMedEntomol.2006Sep;43(5):924-35.PMID:17017230

46 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



PetersGB3rd、BakriSJ、KrohelGB.若年成⼈における⾮外傷性第六神経
⿇痺の原因と予後。眼科。

PMID:20138559

PfrommerS、MaierM、MayerC、ErbenA、EngelmannV、LohmannCP.[⾎管増殖
性網膜腫瘍].[ドイツ語の記事]。

PatilN、Bariola��JR、SaccenteM、VyasKS、Bradsher��RWJr.Aclinical��
review��of��Lymedisease��in��
Arkansas.JArkMedSoc.2010Feb;106(8):186-8.PMID:20218039

PMID:21186508

2002年10⽉;109(10):1925-8.PMID:12359616

Perez��C、Hummel��JB、Keene��BW、MaggiRG、Diniz��PP、
BreitschwerdtEB.Successfultreatment��of��
Bartonellahenselaeendocardiitisinacat.JFelineMedSurg.2010Jun;12(6):483-6.Epub2010Feb6.

PhillipsSE、BurrascanoJJ、HorowitzR、SavelyVR、
StrickerRB.Lymediseasetesting.LancetInfectDis.2006Mar;6(3):122。

PérezGJ、MunitaSJ、AraosBR、LópezGJ、StevensonAR、GonzálezAP、PérezCD、
NoriegaRL.[Catscratchdiseaseassociated��
neuroretinitis:clinicalreportandreviewoftheliterature].
[ArticleinSpanish].RevChilenaInfectol.2010Oct;27(5):417-22.

PMID:16500590

PMID:19963231

眼科.2011Mar;108(3):265-8.PMID:21153829

PérezC、MaggiRG、DinizPP、BreitschwerdtEB.⽶国からの61頭の⽝における
バルトネラ感染症の分⼦的および⾎清学的診断.JVetInternMed.2011Jul-8
⽉;25(4):805-10.Epub2011May25.PMID:21615498

PennisiMG、LaCameraE、GiacobbeL、OrlandellaBM、LentiniV、ZummoS、
FeraMT.バルトネラヘンゼラエおよびバルトネラクラリッジアのイタリア南部の
ペット猫の臨床サンプルの分⼦検出。ResVet��
Sci.2010Jun;88(3):379-84.Epub2009Dec5.

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 47

Machine Translated by Google



PomelovaVG、KharitonenkovIG、SadykbekovaRK、BychenkovaTA、
Anan'evaLP、SokolovaMV、OsinNS.[イソフィッソデスボレリア症の⾎清診断の
ための免疫酵素および免疫蛍光検査システムの設計と臨床検査].[ロシア語の記
事].VestnRossAkadMedNauk.2004;(1):3-7.PM��ID:15022545

PolMerkurLekarski.2009Feb;26(152):131-5.PMID:19388519

ProbertW、LouieJK、TuckerJR、LongoriaR、HogueR、MolerS、GravesM、
PalmerHJ、CassadyJ、FritzCL.Meningitisduetoa��“Bartonellawashoensis”-
like��humanpathogen.JClinMicrobiol.2009Jul;47(7):2332-5.Epub2009May13.PMID:19439538

ピエラール��フランシモン��C、カトルスーズ��P、ピエラール��GE.バルトネラ感染症
に関連する⽪膚疾患:事実と論争.ClinDermatol.2010Sep-
Oct;28(5):483-8.PMID:20797506

PMID:20455410

PourelJ.[関節と筋⾁の症状の場合のライムボレリア症の臨床診断].[フランス語の
記事].MedMalInfect.2007Jul-Aug;37(7-8):523-31.Epub2007Mar26.PMID:17368783

Podsiad yE、SapiejkaE、Dabrowska-BieńJ、MajkowskiJ、Tylewska-
WierzbanowskaS.[猫のひっかき病の診断とバルトネラ症の現在の認識⽅法��-��
症例報告].[ポーランド語の記事]。

[トルコ語の記事].MikrobiyolBul.2010Jan;44(1):133-9。

PitassiLH、CintraML、FerreiraMR、MagalhãesRF、VelhoPE.Bloodcellfindings類
似Bartonellaspp.UltrastructPathol.2010Feb;34(1):2-6.PMID:20070147

PolatE、TurhanV、AslanM、MüsellimB、OnemY、Ertu rulB.��[トルコで⼈間のラ
イムカゼシンが確認された��3��つの⽂化に関する最初の報告]。

PinnaA、プーリア��E、DoreS.猫ひっかき病の珍しい網膜症
状.IntOphysical.2011Apr;31(2):125-8.Epub2011Jan26.PMID:21267628

48 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



QureshiM、Bedlack��RS、CudkowiczME.筋萎縮性側索硬化症におけるライム病
⾎清学.MuscleNerve.2009Oct;40(4):626-8。

PMID:18992392

RamseyAH、BelongiaEA、ChyouPH、DavisJP.ライメディ病⾎清学的検査の適
切性.AnnFamMed.2004Jul-Aug;2(4):341-4.PMID:15335133

Przytu aL、Gińdzieńska-Sie kiewiczE、SierakowskiS.[リンパ節炎の診断と
治療].[ポーランド語の記事].PrzeglEpidemiol。

PMID:20418395

PMID:19697382

IntJBiochemCellBiol.2009Mar;41(3):507-10.Epub2008Oct25.

ReisC、CoteM、PaulRE、BonnetS.少なくとも��6��つのダニ媒介病原体によって
感染した郊外の森のダニを調べる。
VectorBorneZoonoticDis.2011Jul;11(7):907-16.Epub2010Dec15。

QuebatteM、DehioM、TropelD、BaslerA、TollerI、RaddatzG、EngelP、HuserS、
ScheinH、LindroosHL、Andersson��SG、DehioC.TheBatR/BatS⼆成分調節シ
ステムは、ヒト内⽪細胞感染症中のバルトネラヘンセレーの頭部適応応答を制御
します。JBacteriol.2010Jul;192��(13):3352-67.Epub2010Apr23.

PMID:21158500

PulliainenAT、DehioC.Bartonellahenselae：転座した細菌エフェクタータンパ
ク質による⾎管内⽪細胞機能の破壊。

ReisC、CoteM、LeRhunD、Lecuelle��B、LevinML、Vayssier-TaussatM、
BonnetSI.バルトネラビルトルの伝染に対するダニ��Ixodesricinus��のベクター能
⼒ii.PLoSNeglTropDis.2011;5(5):e1186.Epub2011May31.PMID:21655306

QueYA、MoreillonP.感染性⼼内膜
炎.NatRevCardiol.2011Jun;8(6):322-36.Epub2011Apr12.PMID:21487430

2006;60Suppl1:125-30.PMID:16909789

49バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト

Machine Translated by Google



RenouF、RaffrayL、GerberA、MoitonMP、FerrandizD、YvinJL。

ClinMicrobiolInfect.2009Dec;15Suppl2:122-3.Epub2009Apr3.
PMID:19374641

Rolain��JM、Boureau-Voultoury��A、Raoult��D.��⽝に噛まれた⼦供におけるバル
トネラビンのリンパ節疾患の⾎清学的証拠。

Epub2009Mar19.PMID:19303175

RodríguezCM,GiachettoLG,CuneoEA,GutiérrezBMdelC,ShimchackRM,PírezGMC.
[⾻損傷を伴う猫ひっかき病:⾮定型症状].[スペイン語記
事].RevChilenaInfectol.2009Aug;26(4):363-9.Epub2009Sep23.PMID:198024��
07

[⾻が関与する傷病：症例報告と⽂献レビュー].[フランス語の記
事].RevMedInterne.2009Jul;30(7):602-8。

PMID:12438383

2008年4⽉;66(4):420-5.PMID:18473271

ルーボー＝ボードロンC、フォルティノーN、グジャールC、ルブラスP、ランボットO.

RobertsDM、CaimanoM、McDowell��J、TheisenM、HolmA、OrffE、NelsonD、
WikelS、Radolf��J、MarconiRT.Environmentalregulation��and��
Differentialproduction��of��membersofttheBdrprotein��family��of��
Borreliaburgdorferi.Infect��Immun.2002Dec;70(12):7033-41。

RicartJJ.[バルトネラキンタナによる感染性⼼内膜炎].[スペイン語の記
事].Medicina(BAires).2008;68(6):478.PMID:19147434

RostoffP、KondurackaE、ElMassriN、GackowskiA、KruszecP、ZmudkaK、
PiwowarskaW.[急性冠状動脈症候群を呈するライム⼼炎：症例報告].[ポーラ
ンド語の記事].KardiolPol。

Epub2009Jul17.PMID:19616394

PMID:17088159

[免疫正常患者における猫ひっかき病の肝局在].[フランス語の記
事].MedMalInfect.2010Mar;40(3):172-4.

RooksYL、
CorwellB.Commonurgentmusculoskeletalinjuriesinprimarycare.PrimCare.2006Sep;33(3):751-77、viii。

50 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



RouxF,BoyerE,JaulhacB,DernisE,Cross-ProphetteF,PuéchalX.ライム髄膜
神経根炎:⽣物学的診断法の前向き評
価.EurJClinMicrobiolInfectDis.2007Oct;26(10):685-93.PMID:17629757

FEMSMicrobiolLett.2010Sep1;310(2):158-67.Epub2010Jul9.
PMID:20695898

SaisongkorhW、KowalczewskaM、AzzaS、Decloquement��P、Rolain��JM、Raoult��
D.��免疫プロテオミクスアプローチを使⽤したバルトネラヘンセラ感染症の診断のた
めの候補タンパク質の同定。

EmergInfectDis.2011Apr;17(4):705-7.PMID:21470466

Ruzi -Sablji E、MaraspinV、Lotric-Furlans、Jurcat、LogarM、Pikelj-
PecnikA、StrleF.スロベニアで⼈体材料から分離されたボレリアブルクドルフ
ェリセンスラト株の特徴付
け.WienKlinWochenschr.2002Jul31;114(13-14):544-50.PMID:1242259��9

Sanguinetti-MorelliD、AngelakisE、RichetH、DavoustB、RolainJM、RaoultD.
猫ひっかき病の季節性、フランス、1999-2009。

PMID:15517926

スペイン、カタルーニャの総合病院におけるバルトネラ菌感染症の説明。Clin��
Microbiol��Infect.��2009Dec;15��Suppl2:130-1。
Epub2009May18.PMID:19456816

[ポーランド語の記事].PolMerkurLekarski.2004Apr;16(94):328-31。

RudnikI、KonarzewskaB、ZajkowskaJ、JuchnowiczD、MarkowskiT、PancewiczSA.
[ライム病の過程における器質性疾患]。

SanfeliuI、AntónE、PinedaV、PonsI、PerezJ、FontB、SeguraF.

PMID:12170155

PMID:20072078

RuckensteinMJ、PrasthofferA、BigelowDC、VonFeldtJM、KolasinskiSL.メニエール
病の⼊院患者の免疫学的および⾎清学的検
査.OtolNeurotol.2002Jul;23(4):517-20;Discussion520-1。

SalehiN、CustodioH、RathoreMH、バルトネラ感染症による腎微⼩膿瘍。
PediatrInfectDisJ.2010May;29(5):472-3。

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 51

Machine Translated by Google



SchoenRT.Acase��revealing��thenaturalhistory��ofuntreated��
Lymedisease.NatRevRheumatol.2011Mar;7(3):179-84.Epub2010Dec21.PMID:21173795

SasseigneG,HerbertA,LarvolL,DamadeR,CartryO.[発熱腹痛��56��歳⼥性].[フ
ランス語記事].RevMedInterne.2009Dec;30(12):1049-53.Epub2009Oct7.PMID:19815317

PMID:15990495

2011Mar;13(3):419-31.Epub2010Dec3.PMID:21044238

SherrVT.Panicackatsmayrevealpreviouslyunspectedchronicdisseminatedlymedisease.JPsychiatrPract.2000Nov;6(6):352-6.

PMID:21404906

Scheidegger��F、QuebatteM、Mistl��C、Dehio��C.バルトネラヘンセラエ��VirB/Bep��シ
ステムは、ヒト⾎管内⽪細胞の⾎管内⽪増殖因⼦��(VEGF)��シグナル伝達を妨害し
ます。

SankatsingSU、KoladerME、BoumaBJ、BenninkRJ、Verberne��HJ、AnsinkTM、
VisserCE、vanderMeerJT.18F-フルオロ-2-デオキシグルコースポジトロン断層撮
影陰性⼼内膜炎を引き起こす
Bartonellahenselae.JHeartValveDis.2011Jan;20(1):100-2。

ShahSS、ZaoutisTE、Turnquist��J、HodinkarL、CoffinSE.腸ウイルス性髄膜
炎からのライム病の早期分化。PediatrInfectDisJ.2005Jun;24(6):542-5.PMID:15933566

PMID:21696850

スコット��C、アズワ��A、コーエン��C、マッキンタイア��M、デズモンド��

N.Catscratchdisease:adiagnosticconundrum.IntJSTDAIDS.2009Aug;20(8):585-6.PMID:19625597

SauerA、HansmannY、JaulhacB、BourcierT、Speeg-SchatzC.[⼩児期に発⽣した
眼科ライム病:5��件の報告][フランス語記事].JFrOphtalmol.2011Jun20.
[Epubaheadofprint]。

52 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



StoneEG、LacombeEH、
RandPW.AntibodytestingandLymediseaserisk.EmergInfectDis.2005May;11(5):722-4.PMID:15890128

Smismans��A、Goossens��VJ、Nulens��E、Bruggeman��CA.��ボレリアブルグドルフェ
リ��Ig��マンド��Ig��ガン抗体の検出のための異なる免疫アッセイの⽐較。Clin��Microbiol��
Infect.��2006Jul;12(7):648-55。

2011;4:639-46.Epub2011Sep6.PMID:21941449

StilesJ.Bartonellosisincats:aroleinuveitis?
VetOphysicalmol.2011Sep;14Suppl1:9-14.PMID:21923819

StrickerRB、DelongAK、GreenCL、SavelyVR、Chamallas��SN、Johnson��L.
神経性ライム病の治療に紹介された⼊院患者の静脈内抗⽣物質療法の利
点。IntJGenMed。

PMID:20380135

StekCJ、vanEijkJJ、JacobsBC、EntingRH、SprengerHG、vanAlfenN、
vanAssenS.バルトネラヘンセラ感染症に関連する神経痛筋萎縮
症.JNeurolNeurosurgPsychiatry.2011Jun;82(6):707-8.Epub2010Aug14.PMID:20710009

Smajlovic��F,��Ibralic��M.��猫ひっかき病のカラードップラー偽リンパ腫性
症状.MedArh.��2009;63(5):297-9。

2007Jul15;45(2):149-57.Epub2007Jun5.PMID:17578772

SteereAC、McHughG、DamleN、

SikandVK.Prospectivestudyofserologictestsforlymedisease.ClinInfectDis.2008Jul15;47(2):188-95.PMID:18532885

StrickerRB.Counterpoint:⻑期抗⽣物質療法は、ライム病に関連する持続的
な症状を改善します。

PMID:20228716

PMID:16774561

StrickerRB、Green��CL、SavelyVR、Chamallas��SN、Johnson��L.神経性ライメディ病
の治療に参照された⼊院患者の安全な静脈内抗⽣物質療法。
MinervaMed.2010Feb;101(1):1-7。

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 53

Machine Translated by Google



PMID:19602882

FutureMicrobiol.2008Dec;3(6):621-4.PMID:19072179

杉⼭英、佐原、今井、⼩野、岡本、菊池、永井��R.バルトネラキンタナマスカレーデ
ィングによる感染性⼼内膜炎抗好中球細胞質抗体関連⼩⾎管炎.⼼臓病
学.2009;114(3):208-11.Epub2009Jul15.

ストリッカー��RB、ジョンソン��L.��慢性ライム病と「悪の枢軸」。

StübsG、FingerleV、WilskeB、GöbelUB、ZähringerU、SchumannRR、
SchröderNW.アシル化コレステリルガラクトシドは、ボレリアを原因とするリ
ジッド中症の特異的抗原であり、疾患の後期段階で抗体を頻繁に誘導しま
す。JBiolChem.2009May15;284(20):13326-34.Epub2��
009Mar23.PMID:19307181

StrickerRB、ジョンソン��L.ライムワー
ズ:let'stackledthetesting.BMJ.2007Nov17;335(7628):1008.PMID:18006976

SunJ、FuG、LinJ、SongX、LuL、LiuQ.中国東部バルトネリンの⾎清有病率とリスク因
⼦の分析。BMCInfectDis.2010May20;10:121.PMID:20482887

StrleF,VidecnikJ,ZormanP,CimpermanJ,Lotric-FurlanS,MaraspinV.マミグラ
ンス患者の臨床および疫学的所⾒。1993��年と��2000��年のコホートの⽐較。
WienKlinWochenschr.2002Jul31;114(13-14):493-7.PMID:1242��2589

SuhB、ChunJK、YongD、LeeYS、JeongSH、YangWI、KimDS.韓国における猫ひ
っかき病の報告はバルトネラヘンセラエの16S-23SrRNA遺伝⼦間領域のPCR増幅
によって確認されました。Korean��JLabMed.2010Feb;30(1):34-7.PMID:20197720

StrickerRB、Johnson��
L.Lymedisease:thenextdecade.InfectDrugResist.2011;4:1-9.Epub2011Jan7.PMID:21694904

54 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



SykesJE、LindsayLL、MaggiRG、BreitschwerdtEB.Bartonellahenselae��
と��Mycoplasmaovis��に似た��2��つのヘモトロピック��マイコプラズマ変異体とのヒト同
時感染。JClinMicrobiol.2010Oct;48(10):3782-5.Epub2010Aug11.PMID:20702675

SustaL、UhlEW、GrosenbaughDA、KrimerPM.SynovialLesionsin実験⽝ライ
ムボレリア症.VetPathol.2011Nov10.

2007;61(1):73-8.PMID:17702442

SykesJE.Felinehemotropicmycoplasmas.JVetEmergCritCare(サンアントニ
オ).2010Feb;20(1):62-9.PMID:20230435

TalarekE,DuszczykE,ZarnowskaH.[⼩児神経ボレリア症の診断困難].[ポー
ランド語の記事]/PrzeglEpidemiol.

PMID:19409676

PMID:17041141

SuredaA,GarcíaD,Loma-OsorioP.[免疫正常患者におけるバルトネラ
ヘンセラ⼼内膜炎の最初の症状としての塞栓症].[スペイン語の記
事].EnfermInfeccMicrobiolClin.2010Jan;28(1):64-5.Epub2009May1.

SzaleniecJ,Ole K,Sk adzieńJ,StrekP.[Catscratchdisease--
anunderestimateddiagnosis].[ArticleinPolish].OtolaryngolPol.2009May-
Jun;63(3):271-3.PMID:19886535

SwansonSJ、NeitzelD、ReedKD、
BelongiaEA.Coinfectionsacquiredfromixodesticks.ClinMicrobiolRev.2006Oct;19(4):708-27。

SykesJE、WestroppJL、KastenRW、ChomelBB.バルトネラ種感染とペット猫の病気
の間の関係は⾎清学と培養を使⽤して決定されました。
JFelineMedSurg.2010Aug;12(8):631-6.Epub2010May31.PMID:20570199

[Epubaheadofprint].PMID:22075774

55バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト

Machine Translated by Google



TayST、KamalanathanM、RohaniMY.マレーシアの献⾎者と患者の間でボレリ
アブルグドルフェリ(B.afzelii��株)抗体。

TasherD、ArmarnikE、MizrahiA、LiatBS、ConstantiniS、Grisaru-SoenG.頸椎
⾻⾻髄炎および脊髄硬膜下膿瘍を伴うひっかき傷疾患。
PediatrInfectDisJ.2009Sep;28(9):848-50。

TengJL、YeungMY、YueG、Au-YeungRK、YeungEY、FungAM、TseH、YuenKY、
LauSK、WooPC.医学的に重要な好気性グラム陰性細菌の同定のための16SrRNA
遺伝⼦配列ベースのインシリコ分析.JMedMicrobiol.2011Sep;60(Pt9):1281-6.Epub2��
011Apr15.PMID:21498652

PMID:18329555

tenHoveCH、GublerFM、Kiezebrink-

LindenhoviusHH.Backpaininachildcausedbycatscratchdisease.PediatrInfectDisJ.2009Mar;28(3):258.PMID:19209087

TarasówE,UstymowiczA,ZajkowskaJ,Hermanowska-SzpakowiczT.[神経ボ
レリア症:CT��および��MRI��発⾒��14��例。予備通信].[ポーランド語記
事].NeurolNeurochirPol.2001Sep-Oct;35(5):803-13.PMID:11873593

CardiovascPathol.2008Mar-Apr;17(2):103-7.Epub2007May11.

Tang��YW.Duplex��PCR��アッセイは、バルトネラキンタナ、B.ヘンセラエ、
およびコクシエラ��バーネットの外科⽤⼼臓弁標本を同時に検出および区
別します。JClinMicrobiol.2009Aug;47(8):2647-50.Epub2009Jun24.PMID:19553582

PMID:12757227

Tavora��F、Burke��A、LiL、Franks��TJ、Virmani��R.��ポリメラーゼ連鎖反応に
よるライム⼼炎の死後確認。

東南アジアJTropMedPublicHealth.2002Dec;33(4):787-93。

ボレリアブルクドルフェリにおけるエリスロマイシン耐性。
AntimicrobAgentsChemother.2002Nov;46(11):3637-40.PMID:12384380

PMID:19654566

テレホバD、サルタコバML、ワームサーGP、シュワルツI、カベロFC。

56 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



テラダ��C、ボダギ��B、コンラート��J、ラウール��D、ドランクール��M.ブドウ膜炎:バルトネラ感染
症の新たな臨床形態。クリン微⽣物感染。

AmFamPhysician.2007Oct1;76(7):997-1002.PMID:17956069
TiemstraJD、Khatkhate��N.Bell��脊椎⿇痺:診断と管理。

PMID:19665314

TiconaE、HuarotoL、GarciaY、VargasL、MadariagaMG.ヒトバルトネラ症の急
性期の病態⽣理学はエイズに似ている.MedHypotheses.2010Jan;74(1):45-9.Epub2009Aug7.

2011年9⽉;53(6):e20-4.PMID:21865185

台湾の⽜とそのダニにおけるバルトネラ菌とバベシア感染症。
CompImmunolMicrobiolInfectDis.2011Mar;34(2):179-87.Epub2010Dec30.PMID:21194750

トンプソン��GR3rd、ルネッタ��JM、ジョンソン��SM、テイラー��S、ベイズ��D、コーエン��SH、パパジ
ャニス��D。フルコナゾールによる早期治療は、コクシジオイデス症における��IgG��抗体の発⽣
を阻⽌する可能性があります。

2009年3⽉;123(3):959-65.PMID:19255026

TsaiYL、ChomelBB、ChangCC、KassPH、ConradPA、ChuangST。

Thompson��A、Mannix��R、Bachur��R.��急性⼩児単関節関節炎:��関節リウマチと他の病
因の区別。⼩児科。

TrafnyDJ、OyamaMA、WormserC、Reynolds��CA、SingletaryGE、PedleGD.⼈
⼯ペーシングの前後における徐脈性不整脈のある⽝の⼼筋トロポニン-アイコン濃
度。JVetCardiol.2010Dec;12(3):183-90.Epub2010Oct28.PMID:21030328

2009Dec;15Suppl2:132-3.Epub2009Jun22.PMID:19548998

Topolovecj、Puntaritd、Antolovi -Pozgaina、Vukovi d、Topolovecz、Milasj、Drusko-
Barisi v、Venusm.

57バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト

Machine Translated by Google



北アメリカで野外で収集されたボレリアブルグドルフェリセンスラトとボレリア
ミヤモトアイセンスラトの検出のための��3��つのマルチプレックスアッセイ。
JMedEntomol.��2005Nov;42(6):1057-62。

PMID:12655417

バルベルデ-グビアナス��M、ラモス-ロペス��JF、ロペス-トーレス��JA、トリビオ-ガル
シア��M、ミラ-ペニャルベル��C、ガルベス��トーレス-プチョル��J、メディアデア-マ
ルコス��S.[神経網膜炎.臨床症例].[スペイン語の記
事].ArchSocEspOftalmol.2009Aug;84(8):3��89-94�.PMID:19728239

ウルマンAJ、ガビッツシュES、シュルツェTL、ザイドナーNS、ピースマンJ.

PMID:19785710

TuerlinckxD、BodartE、GarrinoMG、deBilderlingG.ライム髄膜炎対無菌性髄膜
炎における臨床データと脳脊髄液所⾒。
EurJPediatr.2003Mar;162(3):150-3.Epub2003Jan21。

2002Jul31;114(13-14):601-5.PMID:12422608

恒岡、柳原、⼤⾕、⽚⼭、藤波、⻑藤、浅利、野島、市原��和久、バルトネラヘンセラ
菌誘発性⼼内膜炎の⽇本初の症例は、切除した弁から採取した検体の⻑期培養に
よって診断された。

梅⼩路A、深井K、柳原S、オノエ、ソワJ、⽯井M.猫ひっかき病患者の腫れリンパ節か
らのネステッドポリメラーゼ連鎖反応によるバルトネラヘンセラ熱ショックタンパ
ク質DNAの迅速検出.JDermatol.2009Oct;36(10):548-50.

Tylewska-WierzbanowskaS、Chmielewski��T.��ライムボレリア症の⾎清学的検査の
限界:��ELISA��およびウェスタンブロチンの��PCR��との⽐較および培養⽅法の評価。
WienKlinWochenschr.

PMID:16465748

TuháckováJ、B lákováJ、KrupkaM、NeperenýJ、ChumelaJ、WeiglE、
VrzalV.Testing��of��the��Biocan��Binj.adus.vet.vaccine��anddevelopment��
of��the��new��recombinant��vaccine��Against��
Canineborreosis.BiomedPapMedFacUnivPalackyOlomoucCzechRepub.2005Dec;14��
9(2):297-302.PMID:16601776

58 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



VitaleG、IncandelaS、IncandelaC、MicalizziA、MansuetoP.免疫担当者の⽿下腺
からのバルトネラキンタナの分離と特徴付け。JClinMicrobiol.2009Mar;47(3):862-4。

PMID:20548954

Vostal��K、Zakovska��A.��抗ボレリア抗体の存在について野⽣齧⻭動物からの⾎液
を検査する��2��年間の研究。Ann��Agric��Environ��Med.��
2003;10(2):203-6.PMID:14677912

VianelloM、MarchioriG、GiomettoB.バンワース症候群に関与する複数
の頭蓋神経。
NeurolSci.2008Apr;29(2):109-12.Epub2008May16.PMID:18483708

PMID:15106315

Vayssier-TaussatM、LeRhunD、DengHK、BivilleF、Cescaus、DanchinA、
MarignacG、LenaourE、BoulouisHJ、MavrismM、ArnaudL、YangH、WangJ、
QuebatteM、EngelP、SaenzH、DehioC.バルトネラ菌の��TrwtypeIV��分泌系
は宿主特異的接着を⾚⾎球に仲介します。P��
LoSPathog.2010Jun10;6(6):e1000946�。

5.Epub2010Mar11.PMID:20223899

VarelaAS、LuttrellMP、HowerthEW、MooreVA、DavidsonWR、
StallknechtDE、LittleSE。南ダニ関連発疹の推定薬剤であるボレリアロンスタリの
最初の培養分離。JClinMicrobiol.2004Mar;42(3):1163-9.PMID:15004069

VorstmanJA,KuiperH.[⼩児末梢顔⾯⿇痺:他の臨床徴候の存在下でのみ脳髄
炎をテストする].[オランダ語の記事].NedTijdschrGeneeskd.2004Apr3;148(14):655-8.

VermeulenMJ、VerbakelH、NotermansDW、ReimerinkJH、PeetersMF.バル
トネラヘンセラ⾎清学における感度、特異性、および交差反応性の評
価.JMedMicrobiol.2010Jun;59(Pt6):743-

Epub2009Jan7.PMID:19129406

バスケス��M、スパロー��SS、シャピロ編、ライメ病に起因する顔⾯神経⿇痺を持つ
⼦供の⻑期神経⼼理学的および健康結果。⼩児科、2003��年��8��
⽉;112(2):e93-7.PMID:12897313

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 59

Machine Translated by Google



WeinsteinA.��社説解説:��ライメディ病の実験室検査:��変化の時期?��
ClinInfectDis.��2008Jul15;47(2):196-7。

WagnerB、FreerH、RollinsA、ErbHN、LuZ、GröhnY.ベイジアンと従来の統計的⽅
法を使⽤したボレリアブルグドルフェリン⾺に対する抗体の検出のための
マルチプレックスアッセイの開発および従来の統計的⼿法を使⽤した
検証.Vet��Immunol��Immunopathol.2011Dec15;144(3-4):374-81.Epub��2011
年8⽉17⽇.PMID:21890217

WeinspachS、TenenbaumT、SchönbergerS、SchaperJ、EngersR、
RueggebergJ、MackenzieCR、WolfA、MayatepekE、SchrotenH.��キャットスクラッ
チ病��-��不均⼀な傾向の症状:バルトネラヘンセラエによって引き起こされる��5��つの
珍しい症例ソファ感染症.KlinPadiatr.2010Mar;222(2):73-��
8.Epub2009Sep29.PMID:19790029

PMID:19522219

PMID:21208663

WebsterJD、MillerMA、DuSoldD、Ramos-VaraJ.��ホルマリン固定パラフ
ィン包埋組織における感染性物質の免疫組織化学的検出に対する⻑期ホルマリ
ン固定の影響.VetPathol.2010May;47(3):529-35.Epub2010Mar23.PMID:20332424

WagnerB,FreerH,RollinsA,ErbHN.B.ブルグドルフェリオ外表⾯タンパク質
シンカニン⾎清に対する抗体の同時検出のための蛍光ビーズベースのマルチプ
レックスアッセ
イ.VetImmunolImmunopathol.2011Apr15;140(3-4):190-8.Epub2010Dec10.

Welc-FaleciakR.[バルトンネラ感染症の知識の現状].[ポーランド語の記
事].PrzeglEpidemiol.2009;63(1):11-7。

PMID:19559357

PMID:18532894

WangCW、ChangWC、ChaoTK、LiuCC、HuangGS.猫ひっかき病のコンピュー
ター断層撮影と磁気共鳴画像法:2��例の報告。ClinImaging.2009Jul-8
⽉;33(4):318-21。

60 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



WormserGP、Ramanathan��R、Nowakowski��J、McKenna��D、Holmgren��D、
Visintainer��P、Dornbush��R、Singh��B、Nadelman��RB、早期ライム病に対する抗
⽣物質療法の期間、無作為化、⼆重盲検、プラセボ対照試験。AnnInternMed.��2003��
May��6;138(9):697-704。

WoodcockS.Lymediseasetesting.LancetInfectDis.2006Mar;6(3):122.PMID:16500588

PMID:18716009

WendlingD、SevrinP、Bouchaud-ChabotA、ChabrouxA、ToussirotE、BardinT、
MichelF.Parsonage-

TurnersyndromerevealingLymeborreliosis.JointBoneSpine.2009Mar;76(2):202-4.Epub2009Jan14.PMID:19147387

ClinVaccineImmunol.2008Oct;15(10):1519-22.Epub2008Aug20.

Welc-FaleciakR、RodoA、SińskiE、BajerA.Babesiacanisandothertick-

borneinfectionsindogsinCentralPoland.VetParasitol.2009Dec23;166(3-4):191-8.Epub2009Sep26.PMID:19837515

ライトSA、タッカーJR、ドノヒューAM、カストロMB、ケリーKL、ノヴァクMG、マケドPA。
マダニの宿主（ダニ：マダニ科）とオレゴンジュンコで幼⾍を⾷べるボレリアブル
グドルフェリの検出。JMedEntomol.2011Jul;48(4):852-9.PMID:21845��945

WormserGP、NowakowskiJ、NadelmanRB、VisintainerP、LevinA、Aguero-
RosenfeldE.��早期に培養で確認されたライメ病を持つ北⽶の患者から採取し
たボレリアブルグドルフェリ特異的抗体⾎清陽性の急性期⾎清の臨床変数への影
響。

PMID:12729423

WormserGP、Liveris��D、HanincováK、Brisson��D、Ludins、Stracuzzi��VJ、Embers��
ME、Philipp��MT、LevinA、Aguero-RosenfeldM、Schwartz��I.��⽂化的に確認されたライ
ム病を持つ北⽶患者における��C6��および��2��段階検査の感受性に対するボレリアブル
グドルフェリ遺伝⼦型の影響。ClinInfectDis.2008��年��10��⽉��1��
⽇;47(7):910-4.PMID:18724824

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 61

Machine Translated by Google



ZapaterLatorreE、CastilloRuizA、AlbaGarcíaJR、ArmengotCarcellerM、
SanchoRiegerJ、BasterraAlegriaJ.[ライム病に続発する両側末梢顔⾯⿇痺].[スペ
イン語の記事].AnOtorrinolaringolIberoAm.2004;31(5):447-58.PMID:15566265

Yoon��HJ、LeeWC、ChoiYS、ChoS、SongYG、ChoiJY、KimCO、KimEJ、KimJM.ト
キソプラズマゴンジアンおよびバルトネラヘンセラエに感染した患者の頸椎性ファ
デン炎。VectorBorneZoonoticDis.2010May;10(4):415-9.PMID:19874186

PMID:11928555

YilmazC、ErginC、KaleliI.��[パムッカレ⼤学⾎液センターに認められた献⾎者の
バルトネラヘンセラ⾎清有病率と関連リスク因⼦の調査].[トルコ語の記
事].MikrobiyolBul.2009Jul;43(3):391-401.PMID:19795614

ZajkowskaJM、Hermanowska-SzpakowiczT、WysockaJ、PancewiczS、LipskaA、
KasprzyckaE.[ボレリアブルクドルフェリに感染した⼊院患者の⾎⼩板数
と形態学的パラメーターの推定].[ポーランド語の記事].WiadLek.��
2001;54(11-12):668-73.

⼭⽥、⼤楠、柳原、常岡、江崎、坪井、岡林、諏訪部亜.コラーゲン⾎管疾患に対する免
疫抑制療法中のバルトネラキンタナ患者による⼈⼯弁⼼内膜
炎.DiagnMicrobiolInfectDis.2011Jul;70(3):395-8.Epub2011May10�.PMID:21558050

PMID:21319324

ZarragaM、RosenL、Herschthal��D.免疫⼒のある⼦供の細菌性⾎管腫症：⽂献
の報告とレビュー。AmJ⽪膚病理学.2011Jul;33(5):513-5.PMID:21285862

YoussefD,ShamsWE,ElAbbassiA,MoormanJP,Al-AbbadiMA.猫ひっかき
病の診断のための細胞形態学と⾎清学の組み合わ
せ.DiagnCytopathol.2011Mar;39(3):210-3.

62 バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ

Machine Translated by Google



ZarzyckaB、PieczaraA、Skowron-KobosJ、KrzemińskiZ。

PMID:20646795
RevMedInterne.2011Apr;32(4):e46-8.Epub2010Jun19。

ZekraouiY、MegzariA、ElAlloussiT、BerrahoA.[猫ひっかき病を明らかに
する⽚側神経網膜炎].[フランス語の記事]。

PMID:21629850

ZenoneT.SystemicBartonellahenselae感染源不明の発熱
として免疫能⼒のある成⼈の感染症。
CaseReportMed.2011;2011:183937.Epub2011May5.

ZobbaR、ChessaG、MastrondreaS、PinnaParpagliaML、PattaC、MasalaG.
イタリア、サルデーニャ北部の⼈間、猫、⽝のバルトネラ属菌の⾎清学的およ
び分⼦検出。ClinMicrobiolInfect.2009Dec;15Suppl2:134-5.Epub2009May18.

PMID:19456814

PMID:12653134

ZeidnerNS、SchneiderBS、DolanMC、Piesman��J.ダニ伝播性ライムボレリア
症のモデルにおけるスピロヘータ負荷、株、および病理学の分析。
VectorBorneZoonoticDis.2001Spring;1(1):35-44。

ZhongJ、SkoloubrisS、DaiQ、MyllykallioH、BarbourAG.ボレリア属のピリミジン⽣
合成のためのプラスミド由来遺伝⼦の機能と進化、
JBacteriol.2006Feb;188(3):909-18.PMID:16428394

2008;62(4):759-65.PMID:19209738

中国⼭東省宜源県におけるアナプラズマ症の調査。
AsianPacJTropMed.2011Jul;4(7):568-72.PMID:21803311

[リンパ節腫脹のある⼩児におけるバルトネラヘンセラに対する��Ig��抗体の罹患
率].[ポーランド語の記事].PrzeglEpidemiol。

ZhangL、CuiF、WangL、ZhangL、ZhangJ、WangS、YangS。

バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 63

Machine Translated by Google



バルトネッラチェックリスト参考⽂献•シャラーランド•マウントジョイ64

Machine Translated by Google



このチェックリストは、バベシアを診断するための決定的なツールとして使⽤することを⽬的としたも
のではありません。��100%��または��98%��正確な決定的なツールは存在しないというのは専⾨家の意
⾒です。

実際、バベシアの患者が、検査室に関係なく、何度も陰性の検査結果を⽰
し、3⽇間原⾍に対する2、3回の治療を受けるとDNA検査で陽性反応が出た
り、同様の誘発試験の6週間後に新たな抗体検査が陰性から陽性に転じた
りすることは珍しいことではない。

この単細胞寄⽣⾍に感染した⼈の割合は不明ですが、少なくとも何年もの
間は無症状であることに注意してください。

私の⽬標は、陽性であっても基本的な直接検査では陽性を⽰さない⼈々
（偽陰性）の病気を減らすことだけです。

イドノはそのようなアプローチに反対または⽀持しているが、同じ結果が
「マラリア予防」治療でも起こったことについては⾔及する必要はないと
思う。さらに、サルテシン酸塩などのハーブの使⽤が癌予防に効果をもたら
した例もある：バベシア抗体価の陰性から陽性への変換。

以下は、バベシアの診断を⾼める直接的な兆候、症状、および間接的な⽅法
の例です。公的遺伝⼦データベースを調べると、35��を超える種が存在し、そ
の多くに変異体があることが⽰されています。

⼀般的な新興のステルス感染の検
出を改善する

ジェームス��L.��シャラー、医学博⼠、MAR

導⼊
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バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト 65

Machine Translated by Google



新しい論⽂やガイドラインを読んだだけでは、この致死的感染症の専⾨家がこ
の病気を治療するなどとは考えられないということを、私はあなたに訴えたいと
思います。ノリの専⾨知識は、バベシア診断の「標準」である、患者の1%の⾮常に
明⽩で⾮常に重篤な患者の診断と治療によって獲得されています。専⾨知識に
は、少なくとも1500の論⽂のレビューが必要であるはずです寄⽣⾍の教科書が
この感染症について通常��1��〜��2��ページしか提供していないという事実は、この
感染症が寄⽣⾍に興味のある⼈たちにも理解されていないことを⽰しています。

要約すると、⼈間に感染する新種、亜種、または変異体が定期的に出現しており、
それらに対する直接的な検査が存在しない場合に、どのようにして特定の医学
的または科学的バベシアの⽴場が存在するのか—

バベシアをテーマにした��4��冊の本を執筆した私は、⻑年にわたるフルタイムの
読書と⾼度な検出への情熱に基づいてこのスケールを作成しました。このチェッ
クリストは、偽陰性を防ぐためのものです。陰性であるように⾒える患者の中に
は、実際には陰性でない場合もあります。私がこれを実⾏したのは、この寄⽣⾍
を��5��年、10��年、30��年、または��50��年間⾏⽅不明にすることは、慎重な治療よりもは
るかに危険であることを⻑年のフルタイムの読書と研究で⽰したからです。推奨
⽤量の��20%��で治療を開始すれば、治療の副作⽤は少なくなります。

バベシアの治療法は決まった公式には当てはまりませんが、完全回復に絶望する
⼈は誰もいません。私は現在、2012��年の出版に向けて、最適なバベシア治療法に
関する、研究に基づいた創造的思考の新しい教科書を書き始めています。よく知
られた治療法について議論し、これらの選択肢を最⼤限に活⽤する予定ですが、
満⾜できない患者や臨床医のための新しい選択肢についても議論を加えます。
現在のオプション。

感度とは関係なく？
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精神科および神経科

ジェームス•シャラー、医学博⼠、MAR

（当てはまる症状があればチェックしてください）

⼼臓と循環器系
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明らかに医学的問題が存在することが検査結果の異常によって⽰
された場合、⼦供に与えられる精神科ラベル（基本的な臓
器不全検査のことは話していませんが、炎症および抗炎症化
学物質、ホルモン、栄養素レベル、その他の免疫系化学物質を含む
広範な検査の使⽤）

£重度の精神疾患[これは単⼀の感染症に限定されません。]

£思考が遅い

£⾃分のものではない⾎液を使った輸⾎

£記憶障害[これは、1つの感染症または1つの病気の過程に特有のものでは
ありません。たとえば、室内のカビの⽣物化学物質にさらされると、種
の混合にもよりますが、1��時間以内に記憶⼒が低下する可能性があ
ります。]

£パストルーチンの⽣活要求を維持するのが難しいなどの脳の問
題、モチベーションと組織⼒の問題による遅刻、集中⼒の問題
[これらのいずれかが陽性となる]

£家族、友⼈、その他の⼈が疲れているように⾒える、霧がかかっていると報告する

£突然の⾎圧低下

リンパ節の肥⼤（ライム病、バルトネラ菌、その他の感染症、⾼度な
炎症、腫瘍、その他の疾患も含む）
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主要な臓器

£深刻な胸壁の痛み

⼈間の共通の兆候であると考えられています。実際にはそれは⾮常にまれです。

£脾臓破裂[まれではあるが、すぐに医学的注意を払うため、医学論⽂でよく
取り上げられる]

£透明性のない貧⾎説明

£肥⼤した脾臓（左胸郭の下）。これは虚偽です

60歳になる前に起こった「⼼臓発作」または⼼臓梗塞が、危険因⼦が1つだけで
販売された。��[男性であることは多くの⼈にとって危険因⼦であると考えら
れています。男性は⼥性よりも早く⼼のダメージを経験します。その他の
危険因⼦としては、喫煙または曝露、⾃宅での副流煙など、糖尿病、⾼⾎
圧、リポタンパク質(a)などの粘着性コレステロールの⾼値または中
性脂肪値の⾼さ、⼼臓発作の家族歴、⾝体活動の制限、肥満(⾯積が39
インチ以上、⼥性の場合は34インチ以上のパンツを履いていると定義さ
れる可能性があります)または体格指数過剰な危険性または⽇常的なスト
レス対応の悪さ、コカインやアンフェタミンなどの覚醒剤の乱⽤。ダダホモ
システインの検査レベルが��10��以上、⼤うつ病、ノビタミン��K2��の補給、
フリージヒドロテストステロンが��10��パーセンタイル以下、断⽚化また
は睡眠不⾜��[炎症を増加させる]、⾼C4aRIA、aMMP300を超え、VIPの⾎
液レベルが低い。

£貧⾎であっても⾮感染性の原因が提案されている

明らかな原因

要因)
55歳になる前に「⼼臓発作」が起こる（リスクが3つあるとき）

£肥⼤した肝臓（右胸郭の下にあるもの）

£⻩⾊の⽬、⼿砂（⻩疸）なし
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⼀般医療

£ダークキュリン[これは親密な記事よりも珍しい]

£⾷欲不振

原因不明の臓器

£⾷欲不振または⾷欲不振

£MRI、C体内の死んだ組織を⽰す熱画像研究

活動
£過剰な脂肪の下腹部、それはライフスタイルの過剰であり、

組織は酸素を取り出すことができません）。脳卒中や梗塞は、脳、網膜、腎臓、⼼臓、そ
の他多くの組織に発⽣する可能性があります。

£適度な⾷事と平均的な運動で減量

£ストロークのサイズまたは任意の臓器（ストロークという⾔葉は意味します

£過剰な⾷事と運動を含む体重増加

£肺⽔腫は気嚢内の液体の量が多く、息切れを引き起こす

共通の原因]

£頭痛は3年以上続き、治療にもかかわらず痛みが増す

年齢層
£同じようにほとんどの⼈が経験する過度の疲労

£息切れ[ノクリア喘息、肺炎、COPDその他]

£コントロールが難しい、または重度の頭痛

£原因不明の頭痛

£不可能トーナメント

£⾷欲不振
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£毎⽇8時間半の過剰な睡眠を必要とする疲労

£3��⽇を超えた場合の発熱

年

£悪寒

£与えられた時点での予想を⼤幅に超える重度の⾻損失

£断続的な発熱

£⼀般的に⽬に⾒える⾝体組織の消耗

£筋⾁の消耗

£常温の部屋のほてり

£通常の⽇常⽣活での過度の発汗

£しこりまたは原因不明のその他の種類のソフト問題のコレクション[その他のダニ
やノミ媒介感染症もこれらの増殖を引き起こす可能性があります。]

全⾝性のかゆみの波[この感染症と炎症の兆候はバベシアだけに限定され
ません。]

£ナイトウェア

£夜は眠っているにもかかわらず、昼間は眠い

£⼿⾜や体の他の部分の腫れ

£ランダム刺し傷

この場合はバルトネラとバベシア]

£無気⼒

£スパイクオフィーバーオーバー100.5アフター可能ティックバイト

£疲労と不眠症が続いている[両⽅の可能性を考慮してください]

£過剰な胸部ティッシュイナマナーボーイ

バベシアチェックリスト•シャラーランド•マウントジョイ70

Machine Translated by Google



ラボの結果

£吐き気嘔吐

好酸球カチオン性タンパク質（ECP）レベルは正常の上位��15%��です。

他の考えられる原因を⽰唆する]

£1��つまたは複数の謎の病気の存在、3��⼈の医師による評価後

£⾮常に⾼い好酸球[バベシアではまれですが、その他の所⾒あり]

£低範囲または⾼正常範囲内の好酸球の割合

£��2��つのチッカーノミ感染症。2��つのチッカーノミ媒介ウイルス、細菌、または原⾍が陽
性。スティック媒介ウイルス吸着細菌などの他の感染症の存在により、バベシア感
染症の疑いが⽣じます。

診断が変わる、または⽭盾する、または最終的には「特発性」と呼ばれる

£絶対好酸球は下または⾼範囲[これは決して決定的なものではありませんが、
便利なツールです。]

£ECP��レベルは検出可能なレベルを下回っています。

£1��つ以上の原因不明の医学的問題、

£アセンセ•アンバランス

原⾍を殺す薬の連続検査に反応して、ECPレベルは30％以上増加します。��(この精巣は
約��40��〜��60%��敏感であり、多くの患者は効果的な治療を受けてもこの精巣に変化
はありません)。

⾳

£ECPレベルは通常を上回っています。��(この研究室では他のスキャンが増加している可能性
がありますが、バベシア感染というエラーはこのリストにはありません)。

これはおそらくバベシア患者の��15��〜��20%��で変化します。

£強化された感覚：光、触覚、匂い、味覚に対する敏感さ
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あなたのルーリン[これはルーティンの発⾒ではありません。]

バベシア治療、または継続的に安定的に低下するバベシア

マラリアを殺すためにも使⽤される透明な原⾍殺⾍剤によるバベシア治療
後、IL-6は⾮常に低いレベルから増加したレベルに移⾏します。

£あなたの臨床医は間接検査の使⽤法を理解しており、感じています

£異常または低いVEGFバルトネッラの存在下でのブレソル

バベシアの直接検査では多くのヒト種が⾒逃され、信頼性の変動が排除さ
れ、バルトネラの存在が⼀部の抗体検査を抑制するため、陽性または
「不確定」は陽性である可能性が⾼い。バベシアの結果は「不
確定」または「境界線」に達しましたか?

処理

あなたの研究室のパターンはバベシアの存在を⽰唆しています。これには、より多く
の��ECP��スパイクが関係します。

£ビリルビン異常[おそらく患者の5%で上昇]

バルトネッラの存在下で��£ATNF-α��が��1.0��を超える

£⾎液産物陽性を⽰す溶⾎性鉄⾎症

マラリアを殺すためにも使⽤される透明な原⾍殺⾍剤によるバベシア治療
後、IL-1Bは⾮常に低いレベルから上昇したレベルに移⾏します。

£ACD57��または��CD57/8��レベルが開始直後に下がります

鉄の異常は正常値を超える[⾼レベルまたは低レベル。鉄の病理が増加する
遺伝病の発⾒は、必ずしもこの発⾒を除外するものではありません。
彼らの病理学は、遺伝または後天性の病気にバベシアが関与している
可能性があります[癌様好酸球がバベシアによって刺激された医学誌の
SeemyHES癌治療論⽂]。
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体の反応または変化

£バベシアは⼈体の変化を⽣み出し、引き起こす

£異常に⾼いALTが⽣きている酵素の増加により

£D��ダイマーの上昇

£C��反応性タンパク質の上昇

*注意:��この反応は、⼀⽇以上続く必要はなく、すぐに腸が痛んだり、便が緩んだり
する必要はありません。

￡ヨモギ（ヨモギ）のあらゆる誘導体に反応します。

£明らかな感染源がない好中球の増加

£単球の上昇

£A⾼乳酸デヒドロゲナーゼまたはLDH。この酵素は、特に⼼臓、肝臓、腎臓、⾻格筋、
脳、⾎球、肺に⾒られる組織損傷を測定します。

£労働⽪膚検査で陽性、患者の⾷物過敏症は⼈⼝の上位5%に⼊る

£⾃⼰免疫検査は陽性。⾃⼰免疫結果が��2��つある場合、これはより強い陽性となりま
す。たとえば、患者はANA陽性であり、甲状腺系に対する抗体を持っています。

£⾎⼩板減少症��-��⾎⼩板数が50,000未満

£通常の低レベルを超えるエプスタイン•バーウイルス陽性。感染症、感染症、または
炎症がある可能性があります。バベシアで⾒つかっただけではありません。
[これは疲労を引き起こす⽇常的なものではありません]。

リンパ球減少症��-��感染症と戦う⽩⾎球の⼀種である低リンパ球

肝臓外傷、バベシアなどの毒素感染症[アラ再発⾒]。

化学。検査はバベシア社のみが製造した化学物質を特定するために設計
されています。サンプルはバベシア微⼩細胞分泌抗原��1��(BmSA1)��です。
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環境

£反応性アマラリア薬。例えば、アチボコン（メプロン）、プログアニラロンま
たはチボコン（マラロン）と併⽤、アルテスネート、1〜3⽇⽬のアルテメシ
ニン、新たに⾼⽤量のアルテメシニン1〜2⽇⽬、アルテメータ、アリニ
ア、クリンダマイシン、キニーネオラジスロマイシンを2,000mg/⽇経⼝投
与、IVを5⽇間連続投与する。��（副作⽤と効果的なバベシア治療に
よって引き起こされる反応を区別するには、医師の深い知恵が必要です。た
とえば、合成薬によって引き起こされる不眠症は、感染していない患
者にはラリウムの副作⽤があるため、ラリウムは意味がありません。しかし、
毎⽇⼩さじ1杯のファティボクオン（メロン）から⽣じる疲労、不眠症、また
はひどい頭痛は誰にでもありますバベシアやマラリアなどの既知の原⾍
の疑わしい症状、または遺伝⼦的に新たに確認されたその他の同様の感染
症）。

£不眠症アマラリア服⽤後ハーブ薬を殺す

マラリアを殺すハーブ薬、例、アティヴォクオン、マラロン、プログアニル、アル
テスネート、1〜3⽇⽬のアルテメシニン、アルテメーター、アリニア、クリンダマ
イシノラジスロマイシナート2,000mg/⽇、経⼝オルタニドを5⽇間IV投与。

筋⾁痛または関節痛/痛み、特にプロカニール、アリニア、アティヴォクオン、
クリンダマイシン、または多くの新しい新興の進歩的な天然薬または
合成マラリア薬治療などの原⾍を殺す薬の使⽤後に悪化する

£怒りまたはFA使⽤直後の⼀時的な⼈格退⾏

バベシア、ラリウムを除く

明確な診断を伴わないダニ媒介ウイルス、細菌、または原⾍感染症
の症状

薬

£ペット、農家、または地元の親戚

£原⾍を殺す薬であれば気分が変わる

£アマラリア治療後の不安および/またはうつ病ハーブを殺す
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患者の⺟親はバベシア、STARI（マスターソン病）、ネオエールリキア、ア
ナプラズマ、ライム病、マイコプラズマ、Q熱、ロッキー⼭脈斑点熱（リ
ケッチア）、ダニ媒介回帰熱、野兎病（細菌）、エーリキア、原⾍FL1953の疑いが
ある、または診断されている、またはCMV、HHV-6、コクサッキーBタイプ1、2など
のウイルス、��3、4、5、6、パルボB-19またはポワッサン。

£あなたはあなたの体を⾒つけたことがありますか？

低⽊、野草、野⽣の⼩川、または森のある地域への屋外露出。もしペットが⽝など
の動物で、ダニ退治の治療が受けられる場合、それらの動物は常に予定どおりに
治療を受けていたでしょうか?

£あなたの服を⾒つけたことがありますか?

あなたとあなたの治療者がこれが感染経路の可能性があると感じた場合、患
者は感染者と体液を共有するという密接な接触を経験しましたか?

￡⾺などあらゆる種類のペットまたは家庭⽤動物が飼っていた

そしてノミ媒介感染症。私は位置がありません。体液中での隔離は感染を広め
るルートを意味するものではありません。

£あなたは何かのタイプの咬傷を経験したことがありますか？

£住んでいる、または訪れた場所で、低⽊、野草、⼩川、ゴルフコース、森などの屋外環境
に10分以上触れる

£性的接触は、ある種のコミュニケーションの形式として議論されている

£休暇中またはその他の旅⾏中に露出をはっきりさせる

£あなたは他の⼈と⼀緒に、彼らが⾐服や⽪膚に付着した場所に⾏ったことがありま
すか?

￡ダニ媒介感染症に罹患している兄弟、⽗親、配偶者、または⼦供で、藪（森林地帯）
の近くに同居または休暇をとっている⼈

£あなたの現在または過去の家の危険を明らかにする
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⼿動⾎液検査についての⼀⾔

感染した⾚⾎球の数が⾮常に多い場合を除き、⾎液塗抹標本がなければバベシア陽性とな
ります。これはとても珍しいことです。したがって、少なくとも��30��分間検査されない限り、⾎
液塗抹標本は陰性とみなされるべきではありません。がんやその他の病気を同定するには、
⼤型の⽩⾎球を��2��〜��3��分検査するだけで⼗分かもしれませんが、私の著書『バベシアの⾎
液学』にあるように、1000��倍以下の��80��個以上のバベシア⾚⾎球を検索するには、少なくと
も��30��分はかかります。残念ながら、バベシア陽性の⼊院患者は、倍率1,000倍の顕微鏡でバ
ベシアを探すという明確な要求を伴う定期的な⾚⾎球塗抹検査を受け、少なくとも98%の確
率でバベシアを⾒逃しています。論⽂では、バベシアの⾎液塗抹標本により患者は⼤量の感
染症に罹患している傾向があり、⾚⾎球の��3%��以上が感染していると明確に視覚化されて
いると報告されている。

£あなたはダニ媒介の報告がある州の隣に住んでいます

£私たちの家の近くにたくさんの⼩さな哺乳類が住んでおり、運動をしている場所、

しかし、微⽣物学者、病理学者、または研究室の所⻑と個⼈的に契約して、スタッフに余分な
時間を費やしてもらうと、明らかに陽性の感染患者の⾎液塗抹標本の陽性結果が増加しま
す。ほとんどの研究室が過労であることは知っていますが、⾎の滑りが明らかなテトラドラの
古典的なパターンの誤りを⽰しつつあるという考えです。信頼できる国家または州の情報源
からのスライドを使⽤して、通常は⾒逃されるバベシアに関する��50��を超えるプレゼンテー
ションを、⾮常に慎重な検査によってのみ発⾒しました。実際、バベシアの画像に関する私の
教科書には、ほとんどの形がこれまで出版されたことがありません。歴史上、200��枚のスライ
ドを注意深く⾒て、それぞれを記録する時間を取った⼈は誰もいません

£あなたは、40��⼈以上のダニ媒介感染が報告されている州に住んでいます。��[現時点で
は、これは通常、ライメ病のみとなります]。

60⼈以上に感染。��[現時点では、これは通常、ライメ病のみとなります]。

休暇の場所や仕事。
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この汚れは、その物質がどのように⾒えるかを定義するのに役⽴つことを理解してください。
たとえば、代替医療学校の⼀部の⼈は、カンジダイが腸内に存在することが悪く、腸壁の⽋
陥によって頻繁に⾎液中に侵⼊すると感じています。カンジダ菌は腸にとって良い存在では
ありませんが、カンジダ菌の⼀部に⾮常によく似た物質を含む⾎液サンプルの中には、セル
ロースや酵⺟菌の他の成分が染⾊されないことを発⾒しました。私の主張は、過去��10��年間
に、優秀な病理学者や微⽣物学者が、⼈類が⾼度に洗練された染⾊技術を開発し、診断が可
能であり、⾮常に費⽤対効果が⾼いという明確な理由を、議論や研究の中で⽰してきたとい
うことです。また、バベシアの同定に新しい技術を追加している医学者もいます��(私のバベシ
ア��2009��アップデートとバベシアの⾎液学のテキストで説明しています)。

したがって、⼈間のバベシアは合併症であるため、この規模は単に患者を死に⾄らしめる可
能性のある感染症であるバベシアに対する認識を⾼めることを⽬的としています。過去��15��
年間の書き込みでは、バベシアと同じ「同時感染」またはスピロヘータ感染症の脚注��[つま
り、ライム]��のいずれかを剃っています。何⼗年も隠れて、その後⼼臓、脳、肺に他の⼿段で⾎
栓を起こして死に⾄る可能性のあるものは、⾮⽇常的な感染症ではありません。

現在、これらの多くの⼗分に確⽴された間接的なラボテストパターンは有効ではありません。

ユニークな形状。これを書くのはかなり驚くべきことであり、多くのダニやダニ感染が明らか
に発⽣しつつあり、まだ克服されていないことを裏付けています。

バベシアサン合併感染症。広範な調査や200時間以上の読解なしにバベシアの⽴場につい
て確実性を主張したり批判したりするのは時期尚早です。再び、バベシアの新種が��4��か⽉以
内に出現しています。実際、⾼性能の顕微鏡で観察するとバベシアに似た新しい原⾍さえも
発⾒されているが、遺伝的に配列されている場合にはバベシアや未熟マラリアではなく、似
ているように⾒えることがある。これは現在��FL1953��と呼ばれており、エリサンド博⼠によっ
て遺伝学的に配列決定されました。バベシアに似ていますが、遺伝学的にはバベシアではあ
りません。

バベシアの治療に関する主張は、最低でも有効期間がかかる専⾨誌の抜粋から⽣まれた間
接的検査を使⽤して⾏われるべきである。
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彼の出版物は少なくとも��12��の医学分野の問題に取り組んでいます。

このフォームを印刷または投稿する場合、いかなる⽅法であっても書⾯による許可
なしに変更することはできません。批判的な評価や否定的な評価の投稿は禁⽌さ
れています。これらの最後の段落を含め、どの⾏も編集または変更されていない限
り、診断の考察を⽀援するために印刷することをお勧めします。シャラー博⼠は、こ
れが完璧な最終形態であるとは主張しておらず、すべての診断上の決定は資格の
ある医療専⾨家に委ねられています。

彼はバベシアに関する最新の��4��冊の教科書を出版しました。

彼は、⽶国医師会ジャーナル��(JAMA)の元編集者の監修のもと、癌の⼊⾨書として
バベシアについて出版しており、また、[バルトネラ病やライム病とともに]��バベシ
アを含む複数のダニやノミが媒介する感染症に関するエントリも出版しています。
は、NIH��感染症局⻑によって承認された、信頼できる感染症の教科書に掲載されま
した。

これはよく理解できますが、今後��10��年で変化する可能性があることを願っていま
す。

シャラー博⼠は、有限な伝統医学や統合的進歩医学のいずれかに限定されない、
彼の極めてユニークなフルタイムの読書と研究の実践に基づいて、ダニおよびノミ
媒介感染症に関する7冊のテキストを作成しました。医師の医師免許を持っている
彼は、臨床検査を依頼することで多くの真実主張を整理することができた。彼は、間
接的な実験室の証拠なしに、年間数⼗件の真実の主張に何気なく従うことはありま
せん。彼は⻑年にわたり、これらの新たな問題についてフルタイムで本を読んでき
ました。彼は、同僚の医師と患者の両⽅から、TOP��および��BEST��の医師��(医師の上
位��5%��に⼊る)��と評価されています。

シャラー博⼠は、30��冊の書籍と��27��件のトップジャーナル記事の著者です。

著作権��©��2011��JAMES��SCHALLER、MD、3��⽉バージョン��49。
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105バルトネラ、バベシア、ライム病のチェックリスト

ライム病の症状チェックリスト

200��頭以上の動物がライム病を広める最も⼀般的に知られている昆⾍であるイクソデス
ティックを保有しています。多くのベクトルを考慮すると、このチェックリストの背後にあ
る前提は、ライムスが北アメリカ、ヨーロッパ、南アメリカ、ロシア、アフリカ、アジアに属し
ていないということです。

刺されるとすぐに、ダニは鎮痛剤、抗ヒスタミン剤、抗凝固剤を伝達します。動物研究に基
づくと、スピロヘータ関連物質の注射では実験動物は2回⽬の注射でのみ発疹を⽰すた
め、雄⽜に発疹が想定されているよりも少ない可能性もある。このような背景を踏まえ、
私は、若年者や中⾼年が経験を失い、深刻な症状を抱えている⼈たちに訴えたいと思い
ますが、これが��2��年前、5��年前、または��20��年前のより多くの数を⽰す少数の感染性粒⼦
であった可能性はありますか?私は答えを求めているのではなく、可能性を検討してほし
いだけです。

したがって、どのチェックリストも出発点として使⽤することを⽬的としています。

このチェックリストは、他の⼈が改善することを願って提供されています。マダニ•ノミ媒
介感染症の医学は、HIV��と肝炎の医学と治療に特化している、というのが著者の個⼈的
な信念です。

伝
統医学、医師は完全な歴史と物理学を実⾏します。研究所と研究は、鑑別診断を明確にす
るのに役⽴ちます。

次のチェックリストは完全であることや権威があるものではありません。

ライメ病では、実験キット、可能なバンドを減らすためのキットの変更、およびどの実験
室が最適な感度と特異性を備えているかについて多くの議論が存在します。このチェッ
クリストは、その問題や治療に対処することを⽬的としたものではありません。

ライメ病はあまり報告されていないことは周知の事実です。ある研究では、家族医師40⼈
に1⼈の報告のみが⽰されました。

ライメ病に関する情報は常に発⽣し、変化しています。
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このリストは、1��年間にわたるフルタイムの読書、2012��年の科学の啓⽰、および/または⼤量
のチャートのレビューに基づく数千冊の⼤量のレビューに基づいています。現代のライム病
はダニ媒介性疾患やその他の臨床検査に焦点を当てていると思われるため、まず臨床検査
について検討します。検査値が値またはパーセンテージである場合、選択された数値は、⾒
落とされる可能性のある陽性患者を⾒逃さないようにすることを⽬的としています。医師やそ
の他の医療従事者が感染患者の治療を⾏っていないこと、残業によって障害を経験したり死
亡したりする可能性があり、その頻度を判断することは不可能であるという懸念である。

チェックリストの資料の中には、あなたにとって初めてのものがあるかもしれませんが、現在
存在しないものに追加するには別の尺度が必要であることがわかります。
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ジェームス•シャラー、医学博⼠、MAR

（当てはまる症状があればチェックしてください）

臨床検査��-��間接的および直接的
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ライム病チェックリスト

患者の��5%��ではテストステロンまたは遊離テストステロンが正常範囲を超えています。

£マイコプラズマ、例：マイコプラズマ肺炎陽性

£AfreeT3レベル2.8未満[1990年の通常の最低範囲]

£DHEAは20%低いです。あるいは、トップレベルを完全に超えていることもあります。

£ビタミンDレベルは最低20%です。サプリメントを摂取する場合は、上位��50%��に⼊
る必要があります。

は2.6だった；多数の⾼齢者患者の流⼊が健康な「正常」範囲をリセットした]。

フリージヒドロテストステロンは20パーセント未満か正常範囲を⼤きく上回っています。

£CD57��または��CD58��は下位��20��パーセンタイル内にあります。

£CMV、HHV-6、コクサッキーB型1などのウイルス陽性、

£エプスタインバーウイルス異常事態。��[このウイルスは、感染または⾼度の炎症が
存在する場合、通常の陽性レベルを超えて陽性になると考えられています。]

£フリーテストステロンは10パーセンタイル以下です。

2、3、4、5、6、パルボB-19またはポワッサンウイルス

ウエスタンブロット、IgGorIg��の多くの種に特有の⾎中濃度、たとえば��18、21、23、30、
31、34、37、39、83、93。
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CBC��マニュアルの好酸球レベルは��0��〜��1��または��6��〜��7��のいずれかで検査されます。

£陽性またはほぼ陽性（境界線）ELISA、PCR、または陽性組織⽣検;体からの⼝腔ダニがラ
イムまたはその他のダニ感染症に対して陽性である

£IL-Bisin最低の��10��パーセンタイル。

臨床検査では、C4aの増加、コレステロールおよびCペプチドの増加など、⾼い炎症が⽰さ
れています。これらは決してライムだけに特化したものではありません。

£合計好酸球レベルは140以下です。

£IL-6��は最も低い��10��パーセンタイルです。

£患者は通常以外の感染症陽性であるライム、

X��線またはその他の研究では、損傷損傷の中央値が過剰であることが軟⾻⽋損を⽰して
います。

£TNF-α��は��2��未満、または最低��20��パーセンタイルです。

[これは、Borrelia��burgdorferi��sensu��stricto、Borreliaafzelii、Borreliagarinii]。
その他の感染症には、バベシア��(ダンカニ、ミクロチオロその他)、アナプラズマ��
(HGA)、エーリキア��(さまざまな種/

完全⾃動免疫パネルが少なくとも��8��つの異なる検査で実⾏されている場合、2��つが陽性
になります。たとえば、抗グリアジニン陽性と甲状腺ペルオキシダーゼ陽性で
す。

£AWBC��カウントは、オリス、4.5��未満でした。

株）、ネオエールリキア、ロッキーマウンテン、またはその他の紅斑熱、ブルセラ症、Q��
熱、STARI（マスター病）、マラリア、バルトネラ菌��[例、B.henselae、B.quintana、
B.elizabethae、B.melopphagi]。��FL1953、すべてのバルトネラ種、ボレリアミヤ
モト、その他のライム種を含む、⼈間に影響を与えるあらゆる種類の原⾍を検査でき
る検査が商業的に利⽤可能になったら、報告は増加するはずです。
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⾝体検査の結果

£臨床検査昭和MSHレベル30未満[基準範囲]

£抗⽣物質による治療で明らかな反応と効果が⾒られます。

£スキノ腕、⼿や⾜はライスペーパーのような質感。

傷や⼿術後の治癒は遅い。たとえば、猫のひっかき傷の後、ノミやダニの咬傷跡は後にな
ってもまだ⽬に⾒えます。

£透明な⾊素沈着低下と⾊素沈着過剰の領域

緩い「雄⽜の⽬のパターン」またはその他のサイズおよび形状の露出後に
発⽣する他に原因のない発疹、ダニやベクター

£オロヴァルラッシュの周り暗い中⼼ワソリスプレゼンティナ

£梅毒に⾒られるような潰瘍のある⽪膚の領域、ブタタニアの体のあらゆる場所

肌

£12週間で20ポンド以上減量

£モグラサンドレイズドまたはハードプラーク通常の数を超えたもの

⽪膚タグの存在、かなりの⼤きさの⾚い丘疹、トピアと⽐較して過剰な⾎管、⾊の
付いたストレッチマーク、またはピアに⽐べて著しく過剰。

£VIP��は��20��未満です。これは抗炎症化学物質です。

具体的には、重篤な医学的問題である運動機能の顕著な改善または悪化
が、アスピロヘテ殺傷治療、例えば、ドキシサイクリン、テトラサイクリン、ミノ
サイクリン、モキシシリン、アジスロマイシン、クラリスロマイシンノル
セフロキシムなどの任意のペニシリンで観察される。

0〜40は検査を受ける重篤な患者の増加によるもので、40〜85は病気の洪⽔が正
常範囲をリセットする前に使⽤されていたより良い基準範囲である。��MSヒサン抗
炎症ホルモン。
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神経学的検査のサンプル

£120��から��17��を引くように頼まれた場合、(⼤学卒業⽣)、それは時間内に⾏うこ
とはできません。⾼校卒業⽣の場合は、100から7を引き、20秒間で4回7を
引き続けます。

£ACA（慢性末端⽪膚炎）陽性、これは⻑期治療を受けていないライム病
の兆候である。⼀部の報告によると、ACAは、変⾊した⽪膚、多くの場合
⼿や⾜に⾚みがかった⻘の斑点ができ始めています。患者によっては
背中も含まれる場合があります。

£めまいと関係ない位置

患者は��4��つの数字を逆にすることはできません。つまり、18、96、23、79��が与えられた場合、患者はそれを
⾏うことができません。

£患者は短期記憶⼒が弱い。たとえば、23、5、76、43、68��という数字を思い出すよ
うに求められた場合、患者はそれらを思い出すことができません。

£ライムを殺す抗⽣物質によってめまいが悪化

明確な理由がない

⽚⾜を持ち上げる動作に問題があり、たとえば「ミシシッピが��1��つ、ミシシッ
ピが��2��つなど」と数えると、⽚⽅の脚が⽬の前で地⾯から��15��インチ浮
いてしまいます。

£仲間が多すぎるとすぐに⽴ちくらみが起こり、そして

病変は数カ⽉から数年かけてゆっくりと萎縮し、多くの⽪膚は薄
く、乾燥し、⽑がなく、しわがあり、異常に⾊が変わっています。⼿や⾜
などの四肢の⾊は⾚、暗⾚⾊、茶⾊、紺、紫などです。

￡かかとからつま先までの直線歩⾏テストをポケットに軽く指を⼊れて⾏うのが
難しい[患者は転倒を防ぐために⼿を引き抜く必要があるか、ふらつくべき
ではない]。過去にスケート、スキー、ダンス、バレエの経験がある⼊院患
者にとって、これは⾮常に簡単なはずであり、そのような⼈ が々挑戦するこ
とはほとんどありません。ライム病に限らず、症状が軽く、医学的にも疑わし
い場合。
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精神科および神経科

患者の報告された病歴

£陽性振盪[右または左を⾒ると⽬がピクピクする]

£性格がネガティブに、そしてはっきりと変わってしまった

£顔⾯⿇痺(ベル⿇痺)

£重度の医学、精神科⾓神経学、パーキンソン病などの⼀般的でない特徴を
伴う病気、若く⾒える

£イライラ

£25歳未満のときには存在しなかったうつ病や不安

[梅毒を引き起こす病気など、多くの重篤な疾患はスピロヘータに関連し
ている可能性があり、ライメイはよく知られた重篤な脳疾患にも関連
していると主張する⼈もいます。

£中等度または重度の医学的、精神⾓神経学的疾患。

£遺伝的リスクが最⼩限のうつ病

£マニアまたは深遠な怒り

£研究室、研究、病気の経過に明らかに適合しない⾮常に深刻な神経疾患

£軽度から重度の神経障害または精神障害

£重度の不安

£精神病は深刻ですが、特に40歳を過ぎてからは、通常はすでにそれが現
れているはずです

理由。
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£次のいずれか：パラノイア、認知症、統合失調症、双極性障害、パニック発作、⼤う
つ病、拒⾷症、強迫性障害

£記憶⼒が悪く、集中⼒が低下する

£思考や集中⼒が難しい

£聴覚に対する新たな偏⼼硬直性新しい医療やその他の重要な情報

£誠実で合理的で真剣な努⼒にもかかわらず再発を引き起こす依存症

£明確な理由のない混乱

£軽度の重⼤な視⼒の低下、つまり、感染した患者には機能の低下、治療の失敗、性
格の変化が⾒えない

£忍耐⼒と⼈間関係スキルが��20%��以上減少

£配偶者、ルームメイト、兄弟、親友、親などの親密な関係にある話を繰り返したり、伝え
た情報を忘れたりする

£過去と同様に新しい情報を学ぶことができない[受容的な学習]

£仕事や⼦育ての機能が少なくとも��20%��減少

£他⼈との⾔葉や物理的な喧嘩が増加

£⾔いたいことを表現する⾔葉を⾒つけるのが難しい

または7歳でADHが⾒られる。成⼈の発症は病状の兆候です。]

£話すことや読むことが難しい

£⼈の名前や物の名前を思い出すのがますます難しくなっている

£成⼈セットADHD/ADD[⼀次精神医学⽣物学的ADD
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主要な臓器

£正常を超える疲労、または悪化している疲労

£⼗分に管理できない腸のトラブルおよび/または

⽬

£ピロリ菌が原因ではない胃炎または胃過敏症

£結膜炎（⼩指）または時折起こる深部組織の損傷

£複視、⾶蚊症、ドライアイ、その他の視⼒の問題

£バズるまたは鳴る⾳

数えません]
£寝苦しい[5分間バスルーム休憩を取る]

処⽅箋が予想以上に変更されない限り、矯正レンズやコンタク
トの使⽤はカウントされません。

£感覚（視覚、聴覚、触覚、味覚）に関する問題。

£眠れない

£今⽇または夜に9時間以上の睡眠、または許可されていれば毎⽇9
時間以上の睡眠

£痛みなどの⽿の問題、「圧⼒」が⾼まる

£治療抵抗性間質性膀胱炎

寝る

£明確な理由のない吐き気

クリア診断を持っていないもの

£軽度から重度の不眠症および睡眠障害を含む睡眠障害

£あらゆる種類の膀胱機能不全
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肌

筋⾻格系

切り傷を負った場合、または凝固の問題があると診断された場合は、⾎が固まりま
す。これは、⾎液を除去しないときに採取した⾎液に塊ができる採⾎でも⾒ら
れることがあります。

£しびれ、うずき、灼熱感、またはその領域のショック感覚

£筋⾁痛けいれん

£空気飢餓または息切れ感

£原因不明の脱⽑

£肺機能検査、検査、臨床検査、X線、MRIなどの原因が明らかでない息切れ。

£⼼臓弁逸脱

£明確な原因のない偏⼼したステッチ

£治療にもかかわらず持続する発疹

£⼼ブロック/⼼雑⾳

£時折⼼拍が速くなる（動悸）

£簡単かつ明⽩な原因のない発疹

£すべての検査と研究が正常範囲外で胸痛

£1��つまたは複数の厄介な⽪膚感覚が数か⽉または数年にわたって変化し、
常に同じ場所に留まるわけではありません

肌

£⼼臓障害
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⼀般医療

£筋⾁のけいれん

腫れ、発⾚、体液の蓄積の症状を伴うまたは伴わない慢性関節炎

より機能的に感じるか、あるいは反対の反応が起こり、気分が悪くなり、気分が
悪くなり、疲労し、興奮します。

£⾸のこり

£抗⽣物質に対するあなたの反応は有意に陽性であり、あなたは

£位置を変える関節の痛み

£薬に対する過剰な反応（あなたは薬に対して「敏感」です）

抗ヒスタミン薬は昔よりも⾯倒です。

￡関節の腫れまたは痛み（炎症）[ほとんどの患者には関節疾患がありませ
ん。]

£3��か所以上の関節⽋陥、55��歳未満、明らかな外傷なし

£もう耐性がないか、アルコールを楽しんでいます

£パン、パスタ、スイーツを⾷べると気分が悪くなる

£2��つの関節の関節⽋陥または��35��歳または若い場合

£20��歳未満の場合、原因が不明な��1��つの関節に関節⽋陥がある

£新しいまたは10年前より⾷物アレルギー

£顎の筋⾁または関節の不眠症(TMJ)の問題

£体重が増えたり減ったりするやり⽅は、⾷事と運動と明らかに⽭盾している

£原因不明の筋⾁消耗
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£慢性的な痛みが妥当と思われる量を超えている

£悪寒

£夜の汗

£明確な原因がなく機能が損なわれ、⾝体の複数の器官に影響を与える重篤な病
気

£昼間の汗

£特定の原因もなく、現れたり消えたり機能が低下したりする病
気

£回転する感覚またはめまい

あらゆる⾃⼰免疫��-��ライム病やその他のダニ感染症は、⻑年にわた
って炎症を増加させ、抗炎症化学物質を減少させます。これ
が⾷物過敏症の増加、⾃⼰免疫⼒の増加、さまざまな化学物質や
薬物に対する過敏症の増加につながると私たちは考えていま
す。

£新しいアレルギーまたは同僚よりも増加したアレルギー

£失神

£乗り物酔いの増加

£治療に反応しない、または悪化する頭痛

£洗剤、フレグランス、⾹⽔に対する過敏症

£減少または増加性欲

£光、⾳、触感、匂い、独特の味に敏感

£異常な⽉経周期

£インフルエンザのような症状

£原因不明の神経痛
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環境

￡あなたは、⽣涯、どこにいても体からダニを取り除くことができます。

⽬に⾒えるカビが⽣えている部屋にいると、カビのような臭いがして気分が悪く
なってしまうと、24時間以内に健康状態の基準には戻りません。

£カビのような場所にいてから��2��分以内に何らかの不快感がある。カビの破⽚を
わずか��30��回吸⼊すると全⾝に影響を与えるため、これは治療を受
けていない慢性感染症の兆候である可能性がある

£あなたは、⽣涯のどの場所でも、⾐服からダニを取り除きました。

£あなたの住居のどの⽅向から��400��メートル以内の近所でも、誰かがダニ媒介
感染症と診断されています[これには休暇先も含まれます]。

£��何らかのダニ媒介ウイルス、細菌、原⾍、または明確な診断や原因のな
い臨床症状で陽性のペットまたは家畜

£Afteratickorbugbite、少なくとも��48��時間は熱がある。

あらゆる種類のダニ媒介感染症を持った⼈があなたのそばに住んでいます。
これは、彼らが単に��1��つの感染症について検査を受けていないことを
前提としています。

£Afteratickorbugbite、あなたはそうでした。

£異常な検査結果、⾝体検査で病気が発⾒される、多くの診断が下される、あ
るいは原因が明らかでない

£⼩型野⽣哺乳類が多く⽣息する地域で遊ぶ
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新しい直接的および間接的検査、臨床徴候および症状に基づいて、バ
ベシア、エーリキア、ロッキーマウンテン斑点熱、アナプラズマ、ライム、バ
ルトネラ、またはその他のダニ媒介性疾患と診断されます。

低⽊、野草、野⽣の⼩川や林（例��-��ゴルフコース、公園、庭園、川岸、沼
地など）

￡��ペット、例えば⾺、⽝や猫は、藪、野草、野原のサワ林などの場所に屋
外で触れたことがあります。

£ダニ媒介感染症を患っている兄弟、⽗親、配偶者、または⼦供

£あなたは過去にグラッシンをプレイしていました。

£屋外環境へのカジュアルまたは仕事関連の暴露

ノミに刺されました。

£患者の⺟親は、死亡または死亡した疑いがある

£あなたは⽝にひっかかれました。
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上記の兆候や症状の⼀部は、ライム病よりも⼀般的である可能性のある他の感染症に当てはまりま
す。残念なことに、イクソデスやその他のダニによって媒介される多様な感染症を⽰す調査と経験
が無視されているため、少数の症状と兆候がこのチェックリストに追加されました。さらに、「検査」
には通常、ボレリアまたはライムなどの単⼀感染に対する��1��つの検査が含まれます。マダニや他の
媒介ウイルスがライム病だけを媒介すると決して考えるべきではありません。

現在提案されているティック削減オプションの多くは、その⽬標を達成できていません。シカの個体
数を減らすことは、かつてはダニの個体数やライメ病の発⽣率を減らすと考えられていましたが、単
に哺乳類や⼈間の近くに⽣息する他の媒介動物のダニの数を増加させるだけかもしれません。

すべてのヒーラーは、⾃分の慣れ親しんだ考え⽅、テスト、治療⽅法を持っています。

Ixodeスティックウェアについて話しているときはそうではないことに注意してください。

クーンハッスは、偏⾒を持ち、客観的になるために奮闘し、そして失敗したことを⽰しました。確かな
ことは医学ではまったく不可能です。さらに、⼈体と細胞集団の感染は⾮常に複雑であるため、マダ
ニ感染症の病理学的影響はほぼ無限にあります。症状の数を設定することはこのリストに当てはま
らないため、私は推奨していません。このチェックリストの⽬的は、簡単に⾔うと、幅広く考えてもらう
ことです。

ベクトルが��200��以上あるため、これを「⿅ダニ」と呼んでいます��(Ostfeld)。

このチェックリストを使⽤してライム病を診断したり、ライム病を除外したりすることはできません。

過去15年間の書き込みでは、バベシアとバルトネラアスミアのどちらかが「同時感染」、またはス
ピロヘータ感染[つまりライム]の脚注を⾒た。どちらの感染も何⼗年も隠れることができ、そしてそ
の後

ライムのチェックリストは医学的に⾮常に重要であり、スチラン合併症であり、感染症の早期診断
と治療を⾏わないと、⽪膚患者の年齢が低下したり死亡率が上昇したりする可能性があるためで
す。

最後の⾔葉
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染⾊された組織サンプルや⾎液からのライムの検出は⾮常に困難です。現在、提
⽰されている⼗分に確⽴された間接検査パターンは使⽤されておらず、すべての
医療専⾨家によって理解されていません。

ライム、バベシア、バルトネラに関する彼の最新の本には、感染症医学の基礎教育
の⼊⾨と考えられる��2,600��件を超える参考⽂献の「研究者限定」リストが含まれ
ています。

このフォームを印刷または投稿する場合、いかなる⽅法であっても書⾯による許
可なしに変更することはできません。導⼊部分や最後の段落を含め、⾏が編集ま
たは変更されていない限り、診断の考察を⽀援するために無料で印刷できます。
シャラー博⼠は、これが完璧な最終形態であるとは主張しておらず、すべての診
断上の決定は資格のある医療専⾨家に委ねられています。

彼は、⽶国医師会雑誌（JAMA）の元編集⻑の監修のもと、癌の第⼀⼈者であるバ
ベシアと重度の精神疾患であるバルトネラに関する論⽂を発表しました。

これはよく理解できますが、今後��10��年で変化する可能性があることを願っていま
す。ダニ感染は⾝体に全⾝的な影響を及ぼし、ジャーナル記事、数冊の本、または
国内または国際的なガイドラインで報告されている影響に限定されません。

彼はまた、NIH��感染症局⻑が承認した感染症の教科書として、バベシア病、バルト
ネラ病、ライメ病を含む複数の浮腫感染症に関する記事も出版しました。

シャラー博⼠は、バベシアに関する最新の教科書を��4��冊出版し、バルトネラに関
する⾔語で書かれた唯⼀の最新の教科書を出版しました。

シャラー博⼠は、ダニおよびノミ媒介感染症に関する��7��冊の本の著者です。彼は、
医師仲間から��20��⼈に��1��⼈にのみ与えられる栄誉である��BEST��医師に評価され
ています。彼は患者からもトップの医師として評価されており、やはり医師の上
位��5%��にランクされています。

⾎栓、不整脈、またはその他の⼿段によって⼈が⾝体障害になったり、死亡したりする可能性があ
ります。

著作権��©��2011��JAMES��SCHALLER、MD、3��⽉バージョン��25。
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